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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
皆
様
お
揃
い
で
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

小
野
市
で
は
、
「
行
政
も

経
営
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、「
行
政
経
営
４
つ
の
柱
」、

市
民
＝
顧
客
と
捉
え
た
「
顧

客
満
足
度
志
向
」、
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
で
は
な
く
何
を

も
た
ら
し
た
か
を
問
う
「
成

果
主
義
」、
こ
こ
し
か
な
い

小
野
ら
し
さ
を
追
求
す
る
「
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
」、
言
わ
れ
て

か
ら
や
る
の
で
は
な
く
言
わ

れ
る
前
に
や
る
「
後
手
か
ら

先
手
管
理
」
へ
の
転
換
を
基

軸
と
し
て
、「
行
政
手
法
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革

新
）」
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

目
指
し
、
市
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 子
育
て
支
援
や
福
祉
の
充

実
で
は
、
県
下
に
先
駆
け
た

「
小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療

費
の
完
全
無
料
化
」
を
は
じ

め
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療

費
の
助
成
、
交
通
弱
者
の
新

た
な
移
動
手
段
で
あ
る
予
約

制
の
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
な

ど
、
子
育
て
支
援
や
福
祉
施

策
の
費
用
は
総
予
算
額
の
４

割
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た

市
民
安
全
部
に
よ
る
安
全
安

心
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
通
学
路

に
防
犯
灯
を
設
置
す
る
な
ど
、

行
政
、
警
察
、
市
民
、
企
業

ぐ
る
み
の
更
な
る
推
進
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
人
権
教
育
の
再
構

築
と
「
い
じ
め
対
策
」
の
強

化
を
図
る
た
め
、
全
て
の
人

権
問
題
を
考
え
る
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
」
を

新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

た
市
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
、
公
表
し
、
そ
し
て
昨

年
の
１２
月
議
会
で
は
全
国
初

の
「
い
じ
め
等
防
止
条
例
」

を
制
定
す
る
な
ど
、
今
後
、

市
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て

参
り
ま
す
。 

一
方
、
に
ぎ
わ
い
の
創
生

で
は
、
北
播
磨
の
基
幹
駅
で

あ
る
粟
生
駅
で
陶
芸
体
験
施

設
「
あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
」

が
４
月
か
ら
、
年
間
４０
万
人

が
利
用
す
る
「
白
雲
谷
温
泉

ゆ
ぴ
か
」
で
は
１８
種
類
の
岩

盤
浴
を
備
え
た
温
浴
施
設
が

５
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

西
日
本
最
大
級
の
「
桜
づ
つ

み
回
廊
」
や
屋
内
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
「
龍
翔
ド
ー
ム
」
も

完
成
し
、
年
間
１
０
０
万
人

以
上
の
来
園
者
で
賑
わ
う
「
ひ

ま
わ
り
の
丘
公
園
」
で
は
平

成
２１
年
度
に
「
第
１８
回
全
国

ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
お
の
を
全
国

に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
幅
広
い
施
策

展
開
を
行
い
な
が
ら
も
、
人

事
制
度
改
革
や
入
札
制
度
改

革
な
ど
の
行
財
政
改
革
に
よ

り
、
８
年
間
で
市
税
の
約
２

倍
に
当
た
る
約
１
３
０
億
円

の
経
費
節
減
を
図
っ
た
結
果
、

今
年
か
ら
公
表
さ
れ
る
財
政

健
全
度
を
測
る
新
た
な
指
標

の
一
つ
で
あ
る
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」
は
、
大
手
新
聞

社
に
よ
る
と
平
成
１７
年
度
決

算
で
小
野
市
の
場
合
、
全
国

８
０
２
の
都
市
の
中
で
第
２

番
目
と
な
る
財
政
状
況
の
健

全
性
を
維
持
し
て
お
り
、
詳

し
く
は
昨
年
末
の
市
政
懇
話

会
で
の
説
明
と
資
料
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。 

 今
後
も
絶
え
ず
変
化
し
続

け
る
社
会
ニ
ー
ズ
に
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、「
今

ま
で
は
こ
う
で
あ
っ
た
と
い

う
前
例
を
踏
襲
す
る
こ
と
な

か
れ
、
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら

ん
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
か
れ
」
を
信

念
に
「
更
な
る
進
化
と
変
革
」

に
向
け
て
全
力
で
邁
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
そ
ろ
い
で
清
々
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
２０
年
は
、
ど
の
よ
う

な
年
明
け
に
な
る
の
か
、
行

政
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
の
か
、
市
民
の
皆
様
は
、

行
政
に
、
な
に
を
期
待
さ
れ

て
い
る
の
か
、
議
員
は
そ
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
か
、

年
頭
に
あ
た
り
い
ろ
い
ろ
な

想
い
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
、

今
年
も
、
変
化
の
年
に
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
変
化

に
対
応
で
き
る
議
会
づ
く
り

に
努
力
い
た
し
ま
す
。 

問
題
は
、
昨
年
か
ら
引
き

続
き
、
自
治
体
の
財
政
が
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。 

な
か
で
も
、
兵
庫
県
の
財

政
は
、
危
機
的
状
況
で
あ
る

と
さ
れ
、
こ
の
た
め
県
は
、

徹
底
し
た
行
政
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

県
下
２９
市
１２
町
へ
の
影
響
は

避
け
ら
れ
ず
、
県
事
業
の
縮

小
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

県
は
も
と
よ
り
、
市
町
に

お
い
て
も
緊
縮
財
政
下
で
行

財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
、
そ

の
上
に
自
治
体
間
の
政
策
競

争
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

他
市
に
先
駆
け
た
政
策
を

実
施
し
、
住
民
の
満
足
度
を

推
し
量
る
こ
と
に
よ
り
財
政

状
況
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
関

し
て
、
ラ
ン
ク
を
付
け
る
こ

と
が
あ
た
り
ま
え
に
な
り
ま

し
た
。 

小
野
市
で
は
、
　
　
市
政

が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
か
ら

自
治
体
の
競
争
力
を
つ
け
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
を

断
行
す
る
と
と
も
に
、
方
針

管
理
と
い
う
仕
組
み
を
導
入

し
て
、
競
争
力
を
高
め
て
き

ま
し
た
。 

で
は
、
議
員
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

議
員
は
、
市
長
が
計
画
し
た

行
政
運
営
の
「
議
決
責
任
を

問
わ
れ
る
立
場
」
に
あ
り
ま

す
。 議

決
す
る
こ
と
は
、
市
民

の
皆
様
に
そ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

た
め
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
高
度

化
、
精
度
化
の
た
め
、
行
政

研
修
・
研
究
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
小
野
市
を
は

じ
め
と
し
た
地
方
自
治
体
は
、

自
己
改
革
を
す
す
め
、
社
会

の
動
き
や
住
民
の
要
求
な
ど

の
変
化
を
見
抜
き
、
市
長
と

議
員
が
一
致
協
力
し
て
小
野

市
政
を
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

現
在
進
め
て
い
る
議
員
活

動
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
議
員
活
動
状
況
・
行
政
視

察
研
修
の
報
告
書
を
掲
載
、

各
会
派
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
リ
ン
ク
し
ま
し
た
。 

読
み
や
す
い
議
会
報
・
会

派
の
機
関
紙
の
発
行
を
行
い
、

委
員
会
な
ど
の
研
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境

を
守
る
た
め
に
書
類
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

議
員
の
議
会
出
席
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
、
パ
ソ
コ

ン
の
月
間
使
用
状
況
も
公
表

い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
新
時
代
を
見

据
え
た
小
野
市
政
を
創
造
す

る
原
動
力
と
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。 

 終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
明

る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。  
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新たな人事評価制度 
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ハートフルサービス評価　平均点および件数の推移 

H18年度項目別点数 
（5点満点） 

あいさつ 

身だしなみ 

言葉づかい 

態度 

説明 

環境 

平均点 

3.68 

3.74 

3.69 

3.64 

3.67 

3.64 

3.68

平成15年10月からハートフルサービス
意見用紙を窓口などに設置し、市民の皆
さんに職員の勤務態度等を評価していた
だいてきました。開始から４年が経過し、
平均点数は毎年少しずつ上昇しています。 

ハートフルサービス評価 
集計結果 

小野市では、平成17年度から「新たな人事評価制度」を実施しています。これは、職
員が頑張って仕事をした結果（成果）を待遇（ボーナス、昇給、昇格）に反映する仕組
みです。 

現在、国と地方の関係は「分権社会」で、各自治体が独自の判断で責任ある施策を行
う時代。職員には、新たな発想でさらに困難度の高い仕事に積極的に取り組むことが求
められます。今回の人事評価は、「質の高い人材の育成」を目的とした「新たな人事評
価制度」で、人材育成と市民サービスの向上につながるものです。　　　　 

判定は「業績」「能力」の２種類です。自己評価に加え、課長等の上司が本人と面談
し、評価点の修正や人材育成を図ります。評価点数や全体の状況は公表しますので、「透
明性・公平性・納得性」が高まります。 

いいえ。今後も評価調書や、評価方法を見直してより良いものにしなければなりませ
ん。そして、さらに職員のモチベーションを高め、「市民のために頑張れる職員」を育
てていきます。 

ボーナスに差がつきます。最大10万円以上増えた職員がいる一方、４万円程度減った職員
もいます。また、面談により、上司とのコミュニケーションがさらに深まっています。 

小野市は全国でも早くから、この「新たな人事評価制度」を実施できました。職員の
市民サービスに対する意識が高く、評価制度に理解があったからです。 

　民間ではすでにやっているな。市役所が実施した理由は何？ 

　具体的にはどうやって評価している？ 

　それで、結果はどうなった？ 

　他の市もこんなふうに人事評価している？ 

　じゃあ、これで完璧？ 

　民間会社と同じになりつつあるね。 
 

職員表彰 
　毎年、高い功績のあった職員等を
表彰しており、その一例を紹介します。 

対象 表彰理由 

市民病院 
眼科部長 
籠谷保明 
 

選挙管理 
委 員 会  
事 務 局  
 

市民病院 

毎年ボランティアで、アジア眼科医
療協力会（ＡＯＣＡ）の一員として、ネパー
ルを中心にアジアの国々でアイキャン
プを実施。貧困等で治療を受けられな
い人々に眼科手術等を行う。医師とし
ての崇高な活動。　 

　参議院議員通常選挙の開票事務で、
開票事務のイノベーション（技術革新）
にチャレンジし、開票時間の早さで県
下第２位（全国第26位）。多大な経費の
削減に貢献。 

（財）日本医療機能評価機構による病
院機能評価の最新基準 ｢病院機能評価
Ｖeｒ．5｣ の認定を、北播磨地域の病院
で初めて無条件で受ける。良質な医療サー
ビスの提供。 
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小野市 西脇市 三木市 加西市 加東市 兵庫県 

（千円） 
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近隣市との給料の比較 給料月額 
平均年齢 
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普通会計人件費の推移 
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市職員数の推移 

560556562

598
615612615
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579

集中改革プラン 

給与と定員管理 
 市では、平成18年４月から国の「給与構造改革」を踏まえ、給料を平均４.５％カットし、

また調整手当（給料月額の５％）の廃止や特殊勤務手当の見直しを行い、人件費の削減によ
る財政の健全化を進めました。 

給料月額 年齢 給料月額 年齢 給料月額 年齢 
43.8歳 
48.9歳 
39.2歳 
51.0歳 

355,386円 
340,702円 
327,306円 
465,464円 

325,724円 
287,094円 

40.7歳 
48.8歳 

366,731円 
347,257円 

43.9歳 
47.3歳 

小野市 国 
兵庫県 

※H18.4.1現在 区分 

事 務 職  
技能労務職 
消 防 職  
教 育 職  

平成19年4月 平成18年4月 区分 
市　長 
副市長 
収入役 
議　長 
副議長 
議　員 

増減 

980,000円 
794,000円 
695,000円 
528,000円 
449,000円 
409,000円 

993,000円 
825,000円 
704,000円 
528,000円 
449,000円 
409,000円 

△13,000円 
△31,000円 
△9,000円 

0円 
0円 
0円 

区分 

一般行政部門 

特別行政 
部門 

公営企業 
部門等 

合　計 

職員数 対前年 
職員数 平成19年 平成18年 

教　育 
消　防 
小　計 
病　院 
水　道 
下水道 
その他 
小　計 

204 
62 
63 
125 
190 
15 
5 
21 
231 
560

211 
66 
62 
128 
178 
15 
5 
19 
217 
556

△7 
△4 
1 

△3 
12 
0 
0 
2 
14 
4

人件費の状況 
（平成18年度普通会計決算） 全職員数の推移 

 対前年度１億５千万円減！ 
 

国の実施する集中改革プランに先駆け職員数削減！ 
 

※集中改革プランとは、平成17年度から平成21年
度までの期間、給与や定員の適正化などに集中
的に取り組む計画のことです。 職員の平均年齢、平均給料月額 

（平成19年4月現在） 
 部門別職員数の状況 

 

※１「給料」は通勤手当、時間外勤務手当等を除く 
※２　教育職は、小・中学校勤務の教諭を除く 
 

診療科、看護体制の充実により 
病院職員数が増。 
 

特別職の報酬等の状況 
 

近隣市との平均年齢、 
平均給料月額の比較 

※平成19年５月から、議員定数を２名削減。 
 

人事行政の運営状況について詳しくは、市総務課ホームページでもご覧いただけます。 
URL　http://www.city.ono.hyogo.jp/　 

（百万円） （人） 

課 　 総務課 　 職員の人事・給与等 
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成
人
式
の
意
義
が
問
わ
れ

る
今
日
、
小
野
市
で
は
、
新

成
人
の
た
め
の
成
人
式
を
、

新
成
人
代
表
の
実
行
委
員
が

企
画
し
、
み
ん
な
で
つ
く
り

あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

今
回
の
新
成
人
該
当
者
は
、

男
性
２
７
５
名
、
女
性
２
６

９
名
、
合
計
５
４
４
名
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
小
野
市
を
担

う
新
成
人
の
方
に
、
一
人
で

も
多
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い

（
例
年
ど
お
り
、
服
装
は
自

由
で
す
）。 

ま
た
、
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ

ま
わ
り
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。
車

イ
ス
を
使
用
さ
れ
る
方
お
よ

び
介
助
さ
れ
る
方
の
席
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
　
８
時
５０
分
か
ら
９

時
２０
分
 

▼
第
１
部
 

　『
わ
た
し
た
ち
の
未
来
予

想
図
』
　
９
時
３０
分
か
ら

１０
時
 

　
　
市
長
と
新
成
人
に
よ
る

全
員
参
加
型
の
セ
レ
モ
ニ
ー

＆
ト
ー
ク
 

▼
第
２
部
 

　『「
オ
・
メ
・
デ
・
ト
・
ウ
」

の
サ
イ
ン
』
　
１０
時
か
ら

１０
時
３０
分
 

　
　
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
を
中
心
に
、
思
い
出

の
記
録
、
祝
福
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
上
映
。
祝
い
の
舞
も
。 

▼
第
３
部
 

　『「
ア
・
リ
・
ガ
・
ト
・
ウ
」

の
サ
イ
ン
』
　
１１
時
３０
分

ご
ろ
か
ら
 

　
　
中
学
校
区
ご
と
の
同
窓

会
を
開
催
。 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
ほ
か
 

※
小
野
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
に
は
案
内
状
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。 

※
案
内
状
が
届
か
な
か
っ
た

方
も
、
参
加
い
た
だ
け
ま

す
（
当
日
、
受
付
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

　
成
人
式
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
） 

　（
�

　
２
４
４
５
） 

 

新
成
人
と
し
て
の
仲
間
と
共
に
、

一
つ
の
節
目
を
迎
え
よ
う
。
皆
の

心
に
残
る
よ
う
に
実
行
委
員
全
員

で
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
一
人
で

も
多
く
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

（
浅
田
臣
斗
） 

最
初
で
最
後
の
成
人
式
。
み

ん
な
で
日
本
一
の
式
に
つ
く
り
あ

げ
ま
し
ょ
う
！
（
前
田
優
太
） 

一
生
の
思
い
出
に
残
る
、
他

に
は
な
い
成
人
式
に
で
き
た
ら
い

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
頑
張
り
ま

す
！
み
ん
な
来
て
ネ
！！ 
 

（
富
山
有
香
里
） 

み
ん
な
が
楽
し
く
、
素
敵
な

成
人
式
を
あ
げ
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
マ
ス
！！
（
中
島
千
春
） 

一
生
に
一
度
の
成
人
式
、
み

ん
な
で
楽
し
く
や
っ
た
ろ
う
や
！！

ま
っ
て
る
よ
／
ギ
ャ
グ
ラ
　
　
　

（
長
谷
川
智
哉
） 

皆
で
楽
し
め
る
成
人
式
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
、
友

達
を
誘
っ
て
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

（
井
上
あ
ゆ
み
） 

み
ん
な
で
成
人
式
を
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
も
の
に
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
！
（
木
村
朋
恵
） 

皆
さ
ん
の
心
に
残
る
よ
う
な

成
人
式
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
松
尾
恵
実
） 

　
成
人
式
を
楽
し
も
う
♪
　
　
　

（
河
合
啓
太
） 

成
人
式
は
、
新
成
人
の
み
ん

な
が
主
役
で
す
。
み
ん
な
で
い
い

成
人
式
に
し
ま
し
ょ
う
。（
山
田

将
希
） 

思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
な

れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。（
田
中
萌
子
） 

誰
の
コ
コ
ロ
に
も
残
る
、
思

い
出
た
っ
ぷ
り
の
成
人
式
に
し
ま

す
ッ
！！
（
井
上
彩
香
） 

私
た
ち
だ
け
の
未
来
予
想
図

を
創
り
ま
し
ょ
う
（
大
崎
敬
太
） 

一
生
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

成
人
式
を
創
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

（
岡
嶋
昭
平
） 

一
生
に
一
度
し
か
な
い
成
人
式
。

み
ん
な
で
創
り
上
げ
て
い
い
も
の

に
、
そ
し
て
、
い
い
思
い
出
に
な

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
！！
　
　

（
藤
原
亜
里
沙
） 

私
達
も
、
と
う
と
う
成
人
式

を
迎
え
る
年
齢
に
達
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
思
い
出
に
残

る
成
人
式
に
し
ま
し
ょ
う
！
　
　

（
岡
田
麻
依
子
） 

 

１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
は
、
１
月
２７
日

（日）
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
 

ラ
ン

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
部
と
し
て
同
日
開

催
し
ま
す
。
当
日
参
加
も
可

能
で
す
。
ご
家
族
・
お
友
達

を
誘
っ
て
、
冬
の
運
動
不
足

を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！
 

▼
日
時
　
１
月
２７
日
（日）
９
時

開
会
（
受
付
８
時
開
始
） 

▼
集
合
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の

丘
公
園
多
目
的
広
場
 

▼
参
加
費
　
２
０
０
円
（
参

加
賞
と
し
て
タ
オ
ル
、
う

ど
ん
引
換
券
あ
り
） 

▼
駐
車
場
　
ひ
ま
わ
り
の
丘

公
園
第
２
駐
車
場
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
ハ
ー

ト
フ
ル
歩
人
会
会
長
　
都

筑
英
治
（
�

０
９
０
　

―
　

１

４
４
８
　

―
　

４
６
０
７
）
、

体
育
保
健
課
（
�

　
２
５

９
１
） 

▼
主
催
　
Ｏ
Ｎ
Ｏ

Ｒ
Ｕ
Ｎ

ラ
ン

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
実
行
委

員
会
 

１１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

は
、
２４
日
に
絶
好
の
ウ
ォ
ー
 

〜
１
月
１４
日
（祝） 
 

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
〜
 

成
人
式
実
行
委
員
か
ら
の
 

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

「
成
人
式
を
迎
え
て
…
」 

◯ 63

成人式実行委員の皆さん 

 

１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
　
Ｒ
Ｕ
Ｎ
　
ラ
ン
 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
と
同
日
開
催
！
 

◯ 63

１１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

「
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」
を
 

開
催
し
ま
し
た
！
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キ
ン
グ
日
和
の
中
、
ウ
ォ
ー

カ
ー
の
皆
さ
ん
６５
名
が
下
東

条
小
学
校
に
集
ま
り
、
シ
ョ
ー

ト
コ
ー
ス
約
５.３
㎞
、
ロ
ン
グ

コ
ー
ス
約
７.３
㎞
を
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
途
中

で
は
、
こ
だ
ま
の
森
周
辺
の

紅
葉
を
観
賞
し
、
森
林
浴
を

楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
紅
葉
が

と
て
も
き
れ
い
で
楽
し
く
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
天

候
に
恵
ま
れ
、
す
て
き
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
秋

の
紅
葉
を
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

で
し
た
。 

第
３１
回
兵
庫
県
小
学
生
陸

上
競
技
大
会
並
び
に
第
２８
回

北
播
地
区
小
学
生
陸
上
競
技

記
録
会
に
お
い
て
、
小
野
市

の
子
ど
も
た
ち
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
す
ば
ら
し
い
成
績

を
残
し
ま
し
た
。 

▼
日
時
　
１０
月
２１
日
 

▼
場
所
　
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記

念
競
技
場
 

○
６
年
１
０
０
ｍ
　
第
２
位
 

　
谷
河
拓
夢
（
大
部
小
学
校
） 

○
低
学
年
男
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
　
第
２
位
 

　
中
番
小
学
校
チ
ー
ム
 

　（
藤
原
健
祐
・
上
村
宗
平
・

小
林
祐
斗
・
藤
原
健
二
） 

○
６
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

第
３
位
 

　
中
川
広
希
（
中
番
小
学
校
） 

○
女
子
共
通
８０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

第
２
位
 

　
山
口
佳
那
絵
（
小
野
東
小

学
校
） 

○
５
年
女
子
走
り
幅
跳
び
　

第
２
位
 

　
冨
田
葵
（
市
場
小
学
校
） 

小
野
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
顕
著
な
成
績
を
残
し

た
選
手
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
し
た
方
お
よ
び
優
秀
な

選
手
を
育
成
し
た
指
導
者
を

表
彰
し
ま
す
。 

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
、

１
０
０
ｍ
日
本
記
録
保
持
者

の
伊
東
浩
司
氏
（
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
・
の
じ

ぎ
く
兵
庫
国
体
ス
ー
パ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
る
講
演

会
を
「
走
る
感
動
と
喜
び
を
」

と
題
し
て
行
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
入
場

無
料
） 

▼
日
時
　
２
月
２３
日
（土） 
　
　

表
彰
式
１４
時
か
ら
　
 

　
講
演
会
１５
時
か
ら
 

▼
場
所
　市
民
会
館
　大
ホ
ー
ル
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保

健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

こ
の
記
録
会
の
、
各
種
目

第
３
位
ま
で
の
入
賞
者
数
の

４
割
を
小
野
市
の
小
学
生
が

占
め
ま
し
た
。 

▼
日
時
　
１１
月
３
日
 

▼
場
所
　
西
脇
市
都
麻
の
郷

交
流
グ
ラ
ン
ド
 

○
５
年
生
女
子
７
名
入
賞
 

○
５
年
生
男
子
８
名
入
賞
 

○
６
年
生
女
子
７
名
入
賞
 

○
６
年
生
男
子
１２
名
入
賞
 

   １
月
１２
日
（土）
８
時
か
ら
１８

時
ま
で
、
２
０
０
７
／
０
８

Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
小
野
大
会
開
催

の
た
め
、
市
総
合
体
育
館（
ア

ル
ゴ
）
お
よ
び
大
池
総
合
公

園
の
施
設
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
準
備
の
た
め
１
月

１０
日
（木）
・
１１
日
（金）
も
一
部
の

施
設
（
プ
ー
ル
を
除
く
）
が

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

 

小
野
市
の
小
学
生
が
大
活
躍
！
 

最高のウォーキング日和と 
なりました 
 

小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
 

　
　
　
　
　
並
び
に
講
演
会
 

◯ 63

兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
 

北
播
地
区
小
学
生
陸
上
記
録
会
 

≪ショートプログラム≫　１コース　100円　定員は先着10名です。 
★冬の間に差をつける。あなたに合ったプログラムをお探しください。 
☆詳細については体育館備えつけのチラシをご覧になるか、電話でお問い合わせください。 

火曜日　10：30～ 

月曜日・水曜日　10:30～ 

水曜日　11:00～　19:00～ 
木曜日・金曜日　14:30～ 

月曜日・火曜日　11:00～ 
水曜日　19:30～ 
木曜日・金曜日　15:00～ 

月曜日・火曜日　19:00～ 
土曜日　14:30～ 

月曜日・火曜日　19:30～ 
土曜日　15:00～ 

道具を使用しないトレーニングとダンベル
やチューブ、柔らかいボールを使用したトレー
ニングで、肩や腰の筋肉を引き締めます。  

道具を使用しないトレーニングとダンベル
やチューブ、柔らかいボールを使用したトレー
ニングで、脚とお腹を引き締めます。 

人気のバランスボールをメニューとして
取り入れました。楽しみながら汗をかき、
お腹の奥から引き締めていきます。 

背骨の歪みを正しい位置にもどしていき
ます。正しい位置にもどすことで肩こり、
腰痛、猫背の予防や改善になります。 

家でもできる簡単な動きや普段行わない
動きでトレーニングし、効率よく上半身
やお腹を引き締めていきます。 

有酸素運動と無酸素運動を組み合わせて
効率よく体脂肪燃焼させていきます。  

上半身スッキリ 
コース 

下半身スッキリ 
コース 

バランスボール 
コース 

ストレッチポール 
コース 

アクトオリジナル 
コース 

リズムステップ 
コース 

※3月から新しいメニ 
　ューに変わります。 

25分 
 
 

25分 
 
 

25分 
 
 

30分 
 
 

25分 
 
 
25分 
 
 

プログラム 時間 内容 実施日 

 お問い合わせ　〒675－1322　匠台77番地　匠台公園体育館（おのアクト） 
 （�　 0001）※休館日　毎月第４火曜日 

▲
 

◯ 62

市
総
合
体
育
館（
ア
ル
ゴ
）お
よ
び
 

大
池
総
合
公
園
の
使
用
禁
止
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教
科
書
シ
リ
ー
ズ
も
い
よ

い
よ
最
終
章
。
前
回
ま
で
は
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
、
大
正
、

昭
和
戦
前
・
戦
後
の
教
科
書

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は

小
野
が
題
材
の
教
科
書
で
す
。 

昭
和
初
期
、
郷
土
に
対
す

る
教
育
が
脚
光
を
浴
び
た
た

め
、
地
元
の
歴
史
・
地
理
を

記
し
た
教
科
書
が
出
ま
し
た
。

小
野
中
学
校
（
現
在
の
県
立

小
野
高
校
）
の
『
東
播
郷
土

史
概
説
』
（
昭
和
１１
年
）
や

『
東
播
の
地
理
』（
昭
和
１４
年
）

で
す
。『
東
播
郷
土
史
概
説
』

は
、
東
播
全
域
に
わ
た
る
古

代
か
ら
明
治
時
代
初
期
ま
で

の
歴
史
を
網
羅
し
、
源
義
経
・

赤
松
氏
等
に
ま
つ
わ
る
伝
説

や
「
重
源
上
人
と
浄
土
寺
」

等
の
地
元
ネ
タ
が
多
く
載
っ

て
い
ま
す
。『
東
播
の
地
理
』

は
当
時
の
統
計
や
生
徒
の
調

査
内
容
を
集
録
し
、
教
諭
が

刊
行
し
た
も
の
で
、
今
は
な

き
「
小
野
無
電
受
信
所
」
が

載
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い

で
す
。 

兵
庫
県
で
は
、
昭
和
５
年

を
皮
切
り
に
郷
土
読
本
が
１０

冊
以
上
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
に
も
、
昭
和
１４
年
に
小

野
小
学
校
が
作
っ
た
『
小
野

郷
土
読
本
』
が
あ
り
ま
す
。

内
容
は
「
私
達
の
学
校
」
や

「
小
野
と
一
柳
家
」
か
ら
始

ま
り
「
兵
庫
県
」
で
終
わ
り

ま
す
。
小
野
か
ら
兵
庫
県
全

体
へ
、
話
題
が
広
が
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。 

昔
か
ら
、
「
自
分
の
故
郷

を
知
る
こ
と
で
郷
土
へ
の
愛

着
や
自
信
が
生
ま
れ
る
」
と

い
う
教
育
が
さ
れ
て
い
た
こ

と
の
証
で
す
ね
。 

夏
休
み
に
募
集
し
ま
し
た

市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
小

野
市
紹
介
作
品
３６
点
を
展
示

し
ま
す
【
全
応
募
作
品
３
０

２
点
】。
入
選
作
品
の
う
ち

金
賞
１５
点
は
、
展
示
後
、
姉

妹
都
市
リ
ン
ゼ
イ
市
に
寄
贈

し
ま
す
。
子
ど
も
達
の
力
作

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
　
１
月
２３
日
（水）
か
ら

２
月
３
日
（日）
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

青
少
年
は
地
域
の
宝
で
す
。

こ
の
た
び
、
青
少
年
を
育
て

守
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

と
も
に
学
び
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
１
月
２０
日
（日）
　１４
時

か
ら
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
　
無
料
（
先
着
順
） 

▼
内
容
　
 

・
補
導
委
員
の
活
動
紹
介
 

・
講
演
「
子
ど
も
達
を
育
む

地
域
の
力
」　
 

▼
講
師
　
野
口
克
海
氏
（
園

田
学
園
女
子
大
学
教
授
） 

下
東
条
地
区
で
は
毎
年
春

と
秋
に
、
住
民
の
親
睦
と
体

力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

各
町
内
の
仲
間
で
編
成
し
た

男
女
混
合
チ
ー
ム
が
リ
ー
グ

戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
秋
の
リ
ー
グ
戦
は
、
去

る
９
月
２９
日
か
ら
１０
月
２７
日

の
毎
土
曜
日
の
夜
に
開
催
さ

れ
、
地
区
内
６
町
か
ら
７
チ
ー

ム
約
８０
名
が
参
加
。
フ
ァ
イ

ン
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
続
出

の
熱
戦
に
参
加
者
の
歓
声
が

体
育
館
に
こ
だ
ま
し
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
し
て
親
睦
の
輪

が
広
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
の
歴
史
は
古
く
、

開
催
当
時
は
地
区
内
の
全
町

の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。 

し
か
し
最
近
は
チ
ー
ム
数

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
実

行
委
員
会
は
、
参
加
チ
ー
ム

を
増
や
そ
う
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。（
中
番
小
学
校
区

担
当
　
山
本
正
さ
ん
） 

 

広
報
お
の
「
わ
が
家
の
ア

イ
ド
ル
」
コ
ー
ナ
ー
に
、
平

成
２０
年
４
月
号
か
ら
１
年
間

を
通
し
て
紹
介
す
る
お
子
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
平
成
１９
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
１９
年
１２
月
３１

日
の
間
に
生
ま
れ
た
市
内

在
住
の
お
子
さ
ん
 

▼
人
数
　
４８
名
（
男
女
各
２４
名
） 

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
お

子
さ
ん
の
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
性
別
・
生
年

月
日
・
保
護
者
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
お
子
さ
ん

１
名
に
つ
き
、
ハ
ガ
キ
１

枚
で
す
）。 

▼
締
め
切
り
日
　
平
成
２０
年

2
月
１５
日
（金）
必
着
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
の
う
え
、
決
定
し
ま
す

（
抽
選
の
結
果
は
後
日
、

郵
送
し
ま
す
）。 

※
応
募
時
は
、
お
子
さ
ん
の

写
真
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
　
　
　

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　

王
子
町
８
０
６
　

―
　

１
　
　

（
�

　
１
０
１
３
） 

第
１
、
第
３
日
曜
日
は
「
お

の
検
定
」
で
脳
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
 

脳
の
健
康
の
た
め
、
一
日

１０
分
の
音
読
や
簡
単
ス
ピ
ー

ド
計
算
の
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。 

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
生
涯
学
習
課
 

　（
�

　
２
４
４
５
・
フ
ァ

　
ク
ス
　
１
８
４
２
） 

毎日、いっぱい幸
せを感じさせてくれ
てありがとう 
これからも、愛嬌

ふりまいて元気に大
きくなってネ★　　 
　（母　真浦子さん） 

　いつもりんごのよ
うなほっぺたの広大君。
名前のように広く大
きくたくましく育っ
てね。　 
　　（母　めぐみさん） 

ふれあいひろば ふれあいひろば 
このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。 

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で 
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。 
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　 

愛しい真奈の、日々
成長していく姿を見て、
パパとママは子育てを
できる幸せを感じてい
ます。ありがとね　　
　　　（母　飛鳥さん） 

ボールとすべり台
大好き！ 
ニコニコしながら

お兄ちゃんを追いか
けます。兄弟3人仲良
く元気に育ってね。 
（母　愛由美さん） 

（育ヶ丘町・1歳3ヶ月） 
 

（粟生町・1歳3ヶ月） 
 

おおまき　　そうた 

（市場町・1歳3ヶ月）

い　づ　み　　　ま　な 

（河合中町・1歳3ヶ月） 
 

いなつぐ　　こうだい 

みやけ　　  ふうま 

 

お
の
検
定
の
お
知
ら
せ
 

（
1
月
・
2
月
） 

◯ 63◯ 63 日程 時間 場所 

13：30 
 
16：30 
 

図
書
館
 

〜
 

教
科
書
『
東
播
郷
土
史
概
説
』
（
写
真
上
） 

 
 
 
 
　
と
『
東
播
の
地
理
』
の
内
容
 

 

第
4
回
姉
妹
都
市
 

　
　
　
　
絵
画
交
換
展
 

小学校高学年の部 
最優秀賞 
来住小学校４年生 
井上就斗さん 
 

小学校低学年の部 
最優秀賞　 
小野小学校２年生 
藤田広斗さん 
 

平
成
１９
年
度
 

　
青
少
年
健
全
育
成
 

　
　
　
　
研
修
会
開
催
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ラ
イ
フ
グ
ル
ー
プ
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
 

　
（
�

　
１
０
０
０
・
内
線

６
４
２
） 

◯ 63

おの検定に挑戦　東っ子祭（10月26日） 

1月 6日（日） 
　 20日（日） 
2月 3日（日） 
　 17日（日） 

体
育
館
に
歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
！！
 

下
東
条
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
 

平
成
２０
年
度
 

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
 

◯ 63

野口克海氏 
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去
る
１１
月
４
日
、
大
部
地

区
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
、
男
子
は
大
部
小
学
校
体

育
館
、
女
子
は
旭
ヶ
丘
中
学

校
体
育
館
に
分
か
れ
て
催
し

ま
し
た
。
他
町
の
方
と
も
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
普

段
運
動
さ
れ
な
い
方
も
運
動

不
足
解
消
の
い
い
機
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
大
部
小
学
校
区
担
当
　
井

上
佐
和
さ
ん
） 

去
る
１１
月
２１
日
、
河
合
小

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
「
収

穫
祭
・
人
権
講
演
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

「
河
合
小
学
校
・
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
」
の
協
力
で
栽

培
し
て
い
た
、
小
麦
や
大
豆

な
ど
を
収
穫
し
、
保
護
者
と

一
緒
に
各
学
年
が
色
々
な
メ

ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

小
麦
作
り
で
は
、
冬
の
「
麦

ふ
み
」
等
も
経
験
し
、
き
れ

い
な
小
麦
粉
や
、
お
い
し
い

手
打
ち
う
ど
ん
が
完
成
。
小

麦
粉
は
、
ク
ッ
キ
ー
や
ド
ー

ナ
ツ
に
も
使
い
ま
し
た
よ
。 

さ
つ
ま
い
も
・
大
豆
・
レ

タ
ス
は
豚
汁
や
と
う
ふ
・
サ

ラ
ダ
な
ど
に
調
理
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
包
丁
を
持
た
せ
る

の
は
初
め
て
」
と
不
安
そ
う

な
保
護
者
も
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
達
は
注
意
を
よ
く
聞
き
、

自
分
達
で
育
て
た
野
菜
を
大

切
に
調
理
し
て
い
ま
し
た
。 

（
河
合
小
学
校
区
担
当
　
　

小
林
裕
子
さ
ん
） 

去
る
１１
月
２８
日
、
恒
例
の

「
収
穫
祭
」
が
、
来
住
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

１
・
２
年
生
は
豚
汁
、
３
・

４
年
生
は
き
す
み
の
蕎
麦
、

５
・
６
年
生
は
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
り
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
育
て
収
穫

し
た
蕎
麦
や
お
米
を
使
っ
て

お
り
、
自
然
の
恵
み
と
、
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、
先
生
、
保
護
者
に
感

謝
し
つ
つ
一
緒
に
食
べ
た
ご

ち
そ
う
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い

味
に
な
り
ま
し
た
。 

（
来
住
小
学
校
区
担
当
　
　

藤
本
真
理
さ
ん
） 

タウン・トピックス 

去
る
１１
月
２１
日
、
コ
ミ
セ

ン
お
お
べ
で
「
大
部
地
区
ほ

の
ぼ
の
保
育
交
流
会
」
が
開

催
さ
れ
、
今
春
か
ら
同
じ
小

学
校
へ
通
う
、
地
区
内
３
園

の
保
育
園
年
長
組
と
保
護
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
第
１
部

は
リ
ズ
ム
３
Ｂ
体
操
、
第
２

部
は
ア
イ
デ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い

の
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
で
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。
先
生
の

「
今
日
は
お
母
さ
ん
を
独
り

占
め
し
て
ね
」
の
言
葉
に
お

母
さ
ん
も
「
久
し
ぶ
り
や
わ
」

と
子
ど
も
を
抱
き
し
め
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
表
情

も
と
て
も
嬉
し
そ
う
！
 

本
当
に
ほ
の
ぼ
の
と
良
い

雰
囲
気
の
ふ
れ
あ
い
会
で
し

た
。
こ
ん
な
出
会
い
を
大
切

に
、
地
域
の
輪
が
楽
し
く
広

が
り
ま
す
よ
う
に
！！ 
 

（
大
部
小
学

校
区
担
当

井
上
佐
和

さ
ん
・
河

嶋
榮
里
子

さ
ん
） 

毎
年
恒
例
の
、
Ｊ
Ｒ
小
野

町
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
今
年
は
一
段
と
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
！
色
と
り
ど
り
の

ラ
イ
ト
で
華
や
か
に
飾
ら
れ
、

と
て
も
綺
麗
で
す
。 

点
灯
時
間
は
午
後
５
時
半

ご
ろ
か
ら
夜
１２
時
ご
ろ
ま
で
。

１
月
１３
日
（日）
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

準
備
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一

日
仕
事
で
し
た
が
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
お
力
で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
来
住
小

学
校
区
担

当
　
藤
本

真
理
さ
ん
） 

 

気
迫
の
空
手
道
大
会
 

まちの特派員さんが取材した、 
地域のページです 

去
る

１０
月
２８

日
、
小

野
市
空

手
道
大

会
が
市

総
合
体

育
館
（
ア

ル
ゴ
）
で
開
催
さ
れ
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
男
女
１

２
３
名
が
参
加
し
「
型
」「
組

手
」
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
学
生
の
競
技
は
一
生
懸

命
で
可
愛
か
っ
た
で
す
。
学

年
が
上
の
子
の
競
技
は
、
鋭

い
か
け
声
と
と
も
に
繰
り
出

す
技
に
指
先
ま
で
気
合
が
入

り
、「
か
っ
こ
い
い
！
」
と

見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

選
手
達
は
武
道
の
精
神
を
学

ん
で
お
り
、
礼
儀
正
し
い
態

度
で
し
た
。（
河
合
小
学
校

区
担
当
　
小
林
裕
子
さ
ん
） 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
仲
良
く
 

大
部
地
区
 

ほ
の
ぼ
の
保
育
交
流
会
 

河
合
小
学
校
 

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
 

来
住
小
学
校
「
収
穫
祭
」 

地
域
の
力
で
 

華
麗
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
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毎
月
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン

で
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
１
月
２６
日
（土）
　１８
時

か
ら
１９
時
３０
分
 

▼
場
所
　
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
入
場
料
　
無
料
　
 

▼
出
演
　
リ
ラ
ッ
ク
ス
 

　
　
障
が
い
の
あ
る
人
の
作
っ

た
詩
に
曲
を
つ
け
て
歌
う

『
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
』

の
活
動
を
続
け
て
い
る
グ

ル
ー
プ
 

エ
ク
ラ
オ
ー
プ
ン
か
ら
は

や
３
年
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
企
画
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
一
緒
に
歌
っ
た
り

演
奏
し
た
り
、
出
演
者
と
お

客
様
が
一
体
と
な
っ
て
路
上

ラ
イ
ブ
感
覚
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。
ギ
タ
ー
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
２
月
２４
日
（日）
開
演

１４
時
 

▼
場
所
　
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
演
奏
曲
目
　
受
験
生
ブ
ル
ー

ス
・
白
い
ブ
ラ
ン
コ
・
岬

め
ぐ
り
・
あ
の
素
晴
し
い

愛
を
も
う
一
度
　
な
ど
 

▼
出
演
　
 

　
高
石
と
も
や
 

　
李

陽
雨
 

音
楽
絵
巻
と
は
、
小
野
市

に
ま
つ
わ
る
話
を
も
と
に
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
講
談
を
作
家

中
野
順
哉
が
書
き
下
ろ
し
、

中
野
振
一
郎
と
コ
ム
ギ
ウ
ム
・

ム
ジ
ク
ム
・
テ
レ
マ
ン
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
、
旭
堂
南
左

衛
門
が
魅
力
的
に
語
る
も
の

で
す
。 

▼
日
時
　
３
月
２３
日
（日）
開
演

１４
時
（
開
場
１３
時
３０
分
） 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
 

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
１
月
１９
日

（土）
９
時
発
売
開
始
 

▼
入
場
料
　
 

　
前
売
券
１，
０
０
０
円
 

　
当
日
券
１，
５
０
０
円
 

　（
全
席
自
由
席
） 

北
野
徹
教
授
率
い
る
大
阪

音
楽
大
学
一
流
講
師
陣
に
よ

る
、
楽
器
別
の
短
期
集
中
講

座
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
開
催
期
間
　
３
月
２６
日
（水）

か
ら
２８
日
（金）
 

※
楽
器
に
よ
っ
て
練
習
日
が

異
な
り
ま
す
。 

▼
時
間
　
９
時
３０
分
か
ら
１６

時
 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
ホ
ー
ル
他
 

▼
対
象
　
中
学
、
高
校
で
の

楽
器
演
奏
者
お
よ
び
そ
の

指
揮
者
 

▼
定
員
　
１
０
０
名
程
度

（
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
定
員

が
異
な
り
ま
す
） 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

い
た
し
ま
す
。 

▼
締
め
切
り
日
　
１
月
３１
日

（木）
 

☆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

小
野
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
に
は
、
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
図
書
・
情
報
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
少
し
ず

つ
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
・
資
料
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
図
書
の
貸
し
出
し
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
場
所
　
エ
ク
ラ
事
務
所
横
 

★
『
小
野
市
国
際
交
流
協
会

姉
妹
都
市
絵
画
交
換
展
』 

１
月
２３
日
（水）
か
ら
２
月
３

日
（日）
 

１
月
の
休
館
日
 

１
日
（祝）
か
ら
３
日
（木）
、
２２
日

（火）
 

 

北播磨市民活動支援センター 
 
 

【このページの問い合わせ先 】 
 

NPO法人 

TEL.0794-63-8156 
FAX.0794-62-2400 
E-mail. 
window@ksks-arche.jp 
URL. 
http://www.ksks-arche.jp 
エクラのホームページ 
http://www.eclat-hall.com 
 

エクラ指定管理者 

中島町72番地 

エ
ク
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内
 

小
野
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
 

図
書
・
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内
 

エ
ク
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
 

 
 
 
 
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
 

 
 
参
加
者
募
集
！
 

〜
集
ま
れ
！
 

　
　
音
楽
家
の
卵
た
ち
〜
 

〜
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
〜
 

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
 

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
３
周
年
記
念
 

高
石
と
も
や
と
 

　
　
ギ
タ
ー
で
唄
お
う
 

い
　
　
や
ん
　
う
 

講
談
と
室
内
楽
で
綴
る
 

ふ
る
さ
と
小
野
「
音
楽
絵
巻
」
Ⅱ
 

高石ともやと一緒に 
歌い、演奏しましょう！ 
 

小野市にまつわる 
オンリーワン講談 
 

赤松林太郎が創り出す 
個性豊かなワークショップ 

 

大
人
も
子
ど
も
も
ピ
ア
ノ

が
好
き
に
な
る
マ
ジ
ッ
ク
が

い
っ
ぱ
い
！
 

▼
日
時
　
２
月
３
日
（日）
　１４
時

か
ら
１４
時
４５
分
 

▼
場
所
　
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
内
容
　
ピ
ア
ノ
が
好
き
に

な
る
お
話
と
ミ
ニ
・
コ
ン

サ
ー
ト
 

▼
出
演
　
赤
松
林
太
郎
 

 赤
松
林
太
郎
 

ピ
ア
ノ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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「
少
し
だ
か
ら
燃
や
せ
ば

い
い
や
」
と
、
ご
み
を
庭
先

等
で
安
易
に
焼
却
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
草
や
稲
わ
ら
の
焼

却
、
畦
焼
き
な
ど
の
一
部
の

例
外
を
除
い
て
、
ご
み
を
野

外
で
焼
却
す
る
こ
と
は
法
律

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
、
農
作
業
に
伴
う
焼
却

等
を
行
う
場
合
も
、
周
辺
住

民
の
迷
惑
に
な
る
燃
や
し
方

を
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意

し
、
安
易
な
野
外
で
の
ご
み

の
焼
却
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
は
、
毎
日
実
に
多

く
の
も
の
を
消
費
し
て
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴

い
、
多
く
の
ご
み
が
出
て
い

ま
す
。
大
量
の
ご
み
を
処
理

す
る
た
め
に
、
多
く
の
時
間

と
お
金
が
必
要
で
す
。 

ご
み
を
減
ら
し
、
限
り
あ

る
資
源
を
無
駄
遣
い
し
な
い

た
め
に
、
ま
ず
ご
み
の
発
生
・

排
出
の
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

を
最
優
先
し
、
次
に
再
利
用

（
リ
ユ
ー
ス
）、
再
資
源
化
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
を
進
め
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
い
ら
な
い
も
の
は

受
け
取
ら
な
い
（
リ
フ
ュ
ー

ズ
）、
修
理
し
て
長
く
使
う
（
リ

ペ
ア
）
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。 

ご
み
の
減
量
に
向
け
た
５
つ

の
Ｒ
 

①
リ
デ
ュ
ー
ス
（R
educe

） 

▼
ご
み
に
な
る
物
を
減
ら
す
 

買
い
物
は
、
必
要
な
物
を

必
要
な
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う
。

詰
め
替
え
商
品
や
、
ば
ら
売

り
の
商
品
を
買
い
、
ご
み
が

出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
リ
ユ
ー
ス
（R

euse

） 

▼
繰
り
返
し
使
う
 

自
分
が
使
わ
な
い
物
で
も
、

必
要
と
す
る
人
が
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
欲
し
い
人
に

使
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
再
利

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

） 

▼
資
源
と
し
て
使
う
 

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
や
ビ
ー
ル
瓶
、
一
升
瓶
等

は
集
団
回
収
を
利
用
し
、
白

色
食
品
ト
レ
ー
等
は
店
舗
の

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
利

用
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

※
皆
さ
ん
が
出
し
て
い
る
ご

み
の
う
ち
、
新
聞
等
の
古

紙
類
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

び
ん
、
空
き
缶
等
も
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。 

④
リ
フ
ュ
ー
ズ
（R

efuse

） 

▼
不
要
な
物
は
受
け
取
ら
な

い
 

レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
く

て
い
い
よ
う
に
、
買
い
物
に

は
買
い
物
袋
を
持
参
し
ま
し
ょ

う
。
お
弁
当
を
買
う
と
お
店

が
付
け
て
く
れ
る
割
り
箸
な

ど
も
、
い
ら
な
い
と
き
は
断

り
ま
し
ょ
う
。 

⑤
リ
ペ
ア
（R

epair

） 

▼
修
理
し
て
長
く
使
う
 

電
化
製
品
や
家
具
、
玩
具

な
ど
が
壊
れ
て
も
、
修
理
で

き
る
物
は
修
理
し
て
大
切
に

使
い
、
長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

◆
最
後
に
ご
み
と
し
て
出
す

と
き
 

ど
う
し
て
も
使
え
な
い
物

は
、
ご
み
と
し
て
処
分
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
分
別

を
忘
れ
ず
に
。
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
て
正
し
く
出
し
ま

し
ょ
う
。 

暮らしの 
相談箱 

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
・
・
・「
５
Ｒ
生
活
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
」 

 

野
外
で
の
焼
却
は
慎
み
ま
し
ょ
う
！
 

訂
正
と
お
詫
び
 

　「
広
報
お
の
」
１２
月
号
中

に
訂
正
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。 

訂
正
箇
所
　
 

　
６
ペ
ー
ジ
目
「
年
末
年
始

の
市
役
所
業
務
」
小
野
加
東

斎
場
「
湧
水
苑
」（
火
葬
業
務
） 

１２
月
３１
日
（月）
 

休
み

↓

通
常
ど
お
り
開
館
 

新
成
人
は
悪
徳
業
者
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

２０
歳
に
な
れ
ば
、
未
成
年
時

の
よ
う
な
法
律
の
保
護
（
※
）

が
無
く
な
り
、
一
人
前
の
大

人
と
し
て
契
約
が
成
立
す
る

か
ら
で
す
。 

新
成
人
な
ど
若
者
か
ら
の

相
談
事
例
は
、
携
帯
電
話
、

消
費
者
金
融
、
エ
ス
テ
、
会

員
権
、
宝
石
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

契
約
金
額
が
５０
万
円
、
１

０
０
万
円
と
高
額
の
ケ
ー
ス

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
見
知
ら
ぬ
相
手
で
も
電

話
で
呼
び
出
さ
れ
る
と
会
い

に
出
か
け
る
」「
知
ら
な
い

人
で
も
声
を
か
け
ら
れ
れ
ば

つ
い
て
い
く
」「
い
や
だ
と
思
っ

て
も
断
れ
な
い
」「
高
額
な

契
約
で
も
簡
単
に
サ
イ
ン
し

て
し
ま
う
」・
・
・
・
。 

自
ら
の
危
険
を
察
知
し
、

断
る
勇
気
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
悪
徳
業
者
の

誘
い
に
の
ら
な
い
判
断
力
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

（
※
）
未
成
年
者
が
契
約

す
る
際
は
、
両
親
（
法
定
代

理
人
）
の
同
意
が
必
要
で
す
。

同
意
を
得
な
い
で
契
約
を
締

結
し
た
場
合
は
、
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
市
で
は
、
毎
週
月
・
水
曜

日
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
・
相
談
　
　

防
災
・
地
域
安
全
グ
ル
ー

プ
　（
�

　
３
３
８
７
） 

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、 

　
　
　
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　
　
　
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
 

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
、 

　
　
　
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
 

◯ 63



15 平成20年　広報「おの」1月号 

 空
き
巣
に
要
注
意
！
 

年
始
は
、
初
詣
、
買
い
物
、

新
年
会
な
ど
、
な
に
か
と
家

を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
く

空
き
巣
に
狙
わ
れ
や
す
い
時

期
で
す
。
犯
罪
に
遭
わ
な
い

よ
い
一
年
に
な
る
よ
う
、
万

全
な
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。 

空
き
巣
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
 

１
　
行
き
先
が
近
く
で
も
、

家
を
留
守
に
す
る
際
は
、

必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
。 

２
　
1
つ
の
ド
ア
に
２
つ
の

カ
ギ
を
つ
け
る
（
ワ
ン
ド

ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）。 

３
　
窓
や
戸
の
ガ
ラ
ス
を
、

割
れ
に
く
い
防
犯
ガ
ラ
ス

に
交
換
す
る
。 

４
　
外
出
す
る
と
き
は
、
隣

近
所
に
一
声
か
け
る
。 

車
上
ね
ら
い
多
発
！
 

昨
年
１
月
以
降
の
市
内
の

窃
盗
犯
罪
状
況
に
よ
る
と
、

車
上
ね
ら
い
が
一
昨
年
と
比

べ
て
３
割
増
え
、
車
上
ね
ら

い
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。 

車
上
ね
ら
い
に
 

遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
 

１
　
少
し
の
時
間
で
も
、
車

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

カ
ギ
を
か
け
る
。 

２
　
車
内
に
財
布
や
バ
ッ
グ

な
ど
貴
重
品
を
置
い
た
ま

ま
車
を
離
れ
な
い
。 

３
　
暗
い
と
こ
ろ
、
人
気
の

な
い
と
こ
ろ
に
駐
車
し
な

い
。 

地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
対
策
を
！
 

一
人
一
人
が
防
犯
意
識
を

高
め
、
街
か
ら
犯
罪
を
無
く

し
ま
し
ょ
う
。 

不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、

す
ぐ
に
「
１
１
０
番
」
通
報

す
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
身

近
な
活
動
か
ら
は
じ
め
、
継

続
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

お風呂カレンダー 

男性 女性 
日 月 曜

日
 

1
月
 

2
月
 

水辺の湯 
休館日 

森の湯 

水辺の湯 森の湯 

水辺の湯 森の湯 

森の湯 水辺の湯 

森の湯 水辺の湯 

森の湯 水辺の湯 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7

火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

　問い合わせ先　白雲谷温泉ゆぴか（�　 0 2 6 1） 
　営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで） 

 ◯ 70

1月2日（水）～4日（金）の3日間、各日先着300名様
に干支石鹸をプレゼント！ 
※数に限りがございます。お早めにお越しください。 

1月2日（水）・3日（木）の2日間、通常より1時間延
長し、23時まで営業を行います。（受付は22：30まで） 

干支石鹸をプレゼント！ 
 

営業時間延長のお知らせ 

明けましておめでとうございます。 
おかげさまで４回目のお正月を迎えることがで
きました。今では、小野市が誇る県内屈指の天然
温泉として親しまれ、関西各地からもご来館いた
だいています。 
これも、小野市の皆様をはじめ“ゆぴか”をご
愛顧いただいているお客様のおかげと深く感謝し
ております。今年も「清潔・安全・安心」をモットー
に従業員一同、努力して参りますので何卒よろし
くお願い申し上げます。 
なお、5月には世界の18種類の岩で作った岩盤浴
施設がオープンの予定でございます。 
ぜひご期待くださいませ。　　　　　　支配人 

▼
 

年
始
の
防
犯
対
策
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新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

２０
歳
に
な
る
と
成
人
と
し

て
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ

ま
す
が
、
同
時
に
義
務
や
責

任
も
生
じ
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
す
。 

●
老
後
の
年
金
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
！
 

国
民
年
金
と
い
う
と
「
老

後
の
年
金
」
を
思
い
浮
か
べ

る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
働
き
手

を
失
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎

年
金
等
、
所
得
を
保
証
し
、

生
活
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が

国
民
年
金
制
度
で
す
。 

国
民
皆
が
助
け
合
う
制
度

な
の
で
、
自
分
の
意
思
や
個

人
年
金
加
入
の
有
無
に
関
係

な
く
、
２０
歳
に
な
れ
ば
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

●
保
険
料
が
納
め
に
く
い
方

は
免
除
制
度
等
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
 

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住

む
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
し
、
４０
年

間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
病

気
や
ケ
ガ
、
所
得
の
減
少
等

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免

除
（
猶
予
）
さ
れ
る
「
申
請

免
除
制
度
（
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
）」（
学
生
の
方
は
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

　
市
民
係
（
�

　
１
０
０
５
） 

◎
年
金
相
談
日
開
設
（
予
約
制
） 

▼
日
時
　
１
月
２３
日
（水）
　１０
時

か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
内
容
　
年
金
請
求
手
続
・

年
金
に
関
す
る
相
談
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
　

２
階
技
術
指
導
室
 

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

市
民
係
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
能
）。 

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

基
礎
年
金
番
号
・
電
話
番

号
・
相
談
内
容
 

▼
予
約
申
し
込
み
期
限
　
　

１
月
９
日
（水）
ま
で
 

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先
　
市
民
課
市
民
係

（
�

　
１
０
０
５
） 

市
で
は
、
希
望
さ
れ
る
方

に
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）」
を
交
付
し

て
い
ま
す
（
写
真
付
き
と
な

し
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
）。 

▼
住
基
カ
ー
ド
で
受
け
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
 

①
住
民
票
の
写
し
（
本
籍
地

記
載
な
し
）
の
交
付
が
全

国
の
市
町
村
窓
口
で
受
け

ら
れ
ま
す
。 

②
転
入
転
出
の
際
、
事
前
に

「
付
記
転
出
届
」
を
転
出

地
に
郵
送
す
る
と
、
転
入

地
の
み
の
手
続
き
で
済
み

ま
す
。 

③
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
、
身

分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
（
金
融
機
関
窓
口

で
の
本
人
確
認
等
、
公
的

な
証
明
書
に
な
り
ま
す
）。 

▼
住
基
カ
ー
ド
申
請
方
法
　
 

●
運
転
免
許
証
等
、
写
真
付

き
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

の
方
は
即
日
交
付
で
き
ま

す
。 

●
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
申

請
後
、
市
か
ら
確
認
用
の

書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

ご
記
入
の
う
え
、
健
康
保

険
証
等
の
書
類
２
点
と
と

も
に
市
民
課
窓
口
へ
お
出

し
く
だ
さ
い
。 

※
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
写
真
１
枚

（
縦
４.５
㎝
、
横
３.５
㎝
）
を

市
民
課
窓
口
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。 

▼
手
数
料
等
　
５
０
０
円
 

▼
有
効
期
限
　
１０
年
間
 

個
人
向
け
電
子
証
明
書
は

地
方
公
共
団
体
の
「
公
的
個

人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
で
発
行

し
て
い
ま
す
。 

平
成
１９
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
、
電
子
証
明
書
を
有
す

る
個
人
の
電
子
申
告
に
係
る

所
得
税
額
の
特
別
控
除
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

ｅ
　

―
　

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で

平
成
１９
年
分
ま
た
は
２０
年
分

（
い
ず
れ
か
１
回
）
の
所
得

税
確
定
申
告
を
申
告
期
限
内

に
行
う
際
、
本
人
の
電
子
署

名
と
電
子
申
請
書
を
一
緒
に

送
信
す
れ
ば
所
得
税
か
ら
５，

０
０
０
円
（
そ
の
年
分
の
所

得
税
を
限
度
と
す
る
）
を
控

除
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

電
子
証
明
書
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
取
得
さ
れ

ま
せ
ん
か
？
 

▼
電
子
証
明
書
の
取
得
　
住

基
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
後
、

申
請
書
等
を
お
出
し
く
だ
 

市
役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。
 

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て
 

い
た
だ
け
る
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
 

○ ６３ 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
 

　
〜
加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す
か
〜
 

◯ 63

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
 

◯ 63

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
 

交
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
 

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
 

電
子
証
明
書
の
取
得
は
お
早
め
に
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現
在
の
老
人
保
健
制
度
に

代
わ
り
、
平
成
２０
年
４
月
か

ら
始
ま
る
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
は
、
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
を
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
率
は
下
記
別
表

1
の
と
お
り
で
す
。 

▼
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
 

・
低
所
得
者
へ
の
軽
減
 

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者

お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得

金
額
等
に
応
じ
、
保
険
料

の
均
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
軽
減
割
合
は
、
別
表

2
の
と
お
り
で
す
。 

・
被
用
者
保
険
（
注
2
）
の

被
扶
養
者
の
軽
減
　
　
　

後
述
の
「
高
齢
者
医
療
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。 

▼
保
険
料
の
納
め
方
 

保
険
料
は
、
６５
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
と
同
様
、
原

則
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
で
す
。
た
だ
し
、

年
金
年
額
が
１８
万
円
未
満

の
方
等
は
、
納
付
書
や
口

座
振
替
で
納
付
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

▼
保
険
料
納
付
開
始
時
期
 

・
特
別
徴
収
の
方
　
平
成
２０
年

４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
 

・
普
通
徴
収
の
方
　
平
成
２０

年
７
月
か
ら
（
予
定
） 

▼
保
険
料
額
の
通
知
 

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書

は
平
成
２０
年
７
月
に
お
送

り
し
ま
す
（
特
別
徴
収
の

方
は
仮
徴
収
決
定
額
通
知

書
を
平
成
２０
年
４
月
初
旬

に
お
送
り
し
ま
す
）。 

▼
被
保
険
者
証
の
送
付
 

被
保
険
者
証
は
平
成
２０
年

３
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま

す
（
申
請
手
続
き
不
要
）。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

保
険
医
療
係
（
�

　
１
４

６
９
）、
兵
庫
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

（
�

０
７
８
　
２
６
１
２
） 

平
成
２０
年
４
月
か
ら
平
成

２１
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置

か
れ
ま
す
。 

※
す
で
に
３
割
負
担
さ
れ
て

い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
と
な
る
一

定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

方
を
除
き
ま
す
。 

※
昨
年
の
制
度
改
正
の
中
で
、

「
７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方
の

窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、

平
成
２０
年
４
月
か
ら
２
割

負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
」

と
い
う
内
容
を
据
え
置
く

も
の
で
す
。 

今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療

制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
で
、
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
取
り
ま
と
め
、
政
府
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
正
式
に
内
容
が

決
定
し
た
段
階
で
改
め
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

平
成
２０
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
６
か
月
間
は
無
料
に

な
り
、
平
成
２０
年
１０
月
か
ら

平
成
２１
年
３
月
ま
で
の
６
か

月
間
は
、
頭
割
保
険
料
額
（
被

保
険
者
均
等
割
）
が
９
割
軽

減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
７５
歳
以
上
の
方

（
注
１
）
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
日
の
前
日
（
平
成
２０
年

３
月
３１
日
ま
た
は
７５
歳
の

誕
生
日
の
前
日
）
に
お
い

て
被
用
者
保
険
（
注
２
）

の
被
扶
養
者
の
方
 

（
注
１
）
６５
歳
か
ら
７４
歳
で

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

た
方
を
含
み
ま
す
。 

（
注
２
）
政
府
管
掌
健
康
保
険

や
、
企
業
の
健
康
保
険
、

公
務
員
の
共
済
組
合
等
、

い
わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

の
健
康
保
険
。
国
民
健
康

保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。 

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、

「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
の
方
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
２
年
間
、
被
保
険
者
均

等
割
を
５
割
軽
減
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
措
置
は
そ
れ
に
加

え
て
行
う
も
の
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

保
険
医
療
係
（
�

　
１
４

６
９
） 

◯ 63

◯ 63

◯ 326

平
成
２０
・
２１
年
度
の
後
期
 

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
が
 

決
定
し
ま
し
た
 

さ
い
。 

▼
手
数
料
　
５
０
０
円
 

※
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
は
、
家
電
量
販
店
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
で

き
ま
す
。 

※
住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証
明

書
の
発
行
は
約
２５
分
か
か

り
ま
す
。
申
請
が
集
中
し

た
場
合
、
待
ち
時
間
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

市
民
係
（
�

　
１
０
０
５
） 

◯ 63

高
齢
者
医
療
制
度
の
 

見
直
し
に
つ
い
て
 

７０
歳
か
ら
７４
歳
の
方
の
 

　
　
　
　
　
窓
口
負
担
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
 

７５
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
 

別表１ 

【保険料率】 
均等割額 
所得割率 
 

43,924円 

8.07％ 

 【一人当たりの保険料額】 
均等割額 
43,924円 

 

所得割額 
＋ 
（前年の総所得金額
等－基礎控除33万円）
×8.07％ 

別表2
軽減の割合は、同一世帯内の被保険者および世
帯主の総所得金額等をもとに判定します。 

基礎控除額（33万円）+35万円×被保険者数
以下 

基礎控除額（33万円）+24.5万円×被保険者
数（被保険者である世帯主を除く）以下 

基礎控除額（33万円）以下 

※国民健康保険と同様、当分の間年金収入につき公
的年金等控除を受けた方には、高齢者特別控除（総
所得から15万円を控除）が適用されます。 

7割軽減 

5割軽減 

2割軽減 
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損
害
保
険
料
控
除
が
改
組

さ
れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

・
所
得
税
 

地
震
保
険
契
約
に
係
る
保

険
料
の
全
額
 

（
最
高
５
万
円
） 

・
市
県
民
税
 

地
震
保
険
契
約
に
係
る
保

険
料
の
２
分
の
１
に
相
当

す
る
金
額
 

（
最
高
２
万
５
千
円
） 

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
１８
年
１２
月
３１
日
ま
で
に

締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
料

控
除
（
１０
年
以
上
の
契
約
で

満
期
返
戻
金
あ
り
）
は
、
従

前
の
損
害
保
険
料
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
（
市
県
民
税
は

最
高
１
万
円
・
所
得
税
は
最

高
１
万
５
千
円
）。 

ま
た
、
地
震
保
険
料
控
除

と
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

両
方
を
適
用
す
る
場
合
は
、

市
県
民
税
は
最
高
２
万
５
千

円
、
所
得
税
は
最
高
５
万
円

と
な
り
ま
す
。 

昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
前
年
の

合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
は
、
住
民
税
が
非
課

税
で
し
た
が
、
平
成
１８
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
、
そ
の
経
過

措
置
も
平
成
２０
年
度
に
は
終

了
し
、
現
役
世
代
と
同
様
に

課
税
さ
れ
ま
す
。 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

は
平
成
１８
年
分
ま
で
は
所
得

税
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
税
源
移
譲
に
よ
り
、

所
得
税
が
減
少
し
、
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
場
合
、
申
告

に
よ
り
、
平
成
２０
年
度
の
住

民
税
所
得
割
よ
り
控
除
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

平
成
１９
年
分
の
所
得
税
で
控

除
し
き
れ
て
し
ま
う
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

　
平
成
１１
年
か
ら
平
成
１８

年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方
 

※
平
成
１９
年
中
に
入
居
さ
れ

た
方
は
「
市
県
民
税
か
ら

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
実
施
期
間
】 

　
平
成
２０
年
度
か
ら
平
成

２８
年
度
ま
で
 

【
申
告
手
続
き
】 

　
３
月
１７
日
（月）
ま
で
に

「
市
県
民
税
住
宅
借
入
金

等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
事
前
に
申

告
書
を
お
送
り
し
て
お
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
受

け
る
に
は
、
毎
年
の
申
告

が
必
要
で
す
。 

 

税
源
移
譲
に
よ
り
平
成
１９

年
度
住
民
税
（
平
成
１８
年
分

の
所
得
を
基
準
）
が
増
え
た

分
は
、
平
成
１９
年
分
の
所
得
 

※均等割の減額には、県民緑税（800円）を 
　含みません。 

非
課
税
 

（
均
等
割
＋
所
得
税
） 

の
3
分
の
1
を
減
額
 

（
均
等
割
＋
所
得
税
） 

の
3
分
の
2
を
減
額
 

全
額
課
税
 

17年度 18年度 19年度 20年度 

平
成
２０
年
度
税
制
改
正
 

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
 

（
短
期
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止
） 

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
 

伴
う
経
過
措
置
の
終
了
 

市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
借
入
金
等
 

特
別
控
除
の
調
整
措
置
の
創
設
 

税
源
移
譲
に
伴
う
年
度
間
の
 

所
得
変
動
に
係
る
調
整
措
置
 

参考（所得税の税率表） 

      1,000 円 ～  1,949,000 円 
 1,950,000 円 ～  3,299,000 円 
 3,300,000 円 ～  6,949,000 円 
 6,950,000 円 ～  8,999,000 円 
 9,000,000 円 ～ 17,999,000 円 
18,000,000 円 ～ 　 　 
 

控除額（円） 
－      
97,500 
427,500 
636,000 
1,536,000 
2,796,000 

 

税率 控除額（円） 税率 
5% 
10% 
20% 
23% 
33% 
40% 
 

平成18年まで 平成19年から 課税所得 

10% 
 

20%

－　　 
 

330,000 
 
 

1,230,000 
2,490,000 

 

30% 
37% 
 

給与所得の方（サラリーマンなど）の場合は源泉徴収票の摘要欄の『住宅借入金等 
特別控除可能額』に金額が記載されている方が、申告の対象者となります。 

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。 

税源移譲後 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン 
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除 

措
置
 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額
 

所得税額 

所得税額 

所得税額 
が減少 

納付すべき 
所得税額 

納付すべき 
住民税額 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除可能額 

住宅ローン 
控除額 所得税 

住宅ローン 
控除額 

控除しきれ 
なかった額 

住民税住宅 
ローン控除額 

減少 

税源移譲前 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

住宅借入金等特別控除可能額　　　　　　円 

暮らしの情報 

税
金
・
公
売
・
土
地
・
消
防
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税
で
調
整
さ
れ
、
負
担
の
増

減
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

（
定
率
減
税
の
廃
止
や
老
年

者
非
課
税
措
置
の
廃
止
等
を

除
く
）。
し
か
し
、
平
成
１９

年
中
に
退
職
等
で
所
得
税
が

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合

は
こ
れ
ら
の
調
整
が
で
き
な

い
た
め
、
平
成
１９
年
度
分
の

み
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

す
。 

王
子
南
地
区
地
区
計
画
の

決
定
に
つ
い
て
「
都
市
計
画

法
第
１７
条
第
１
項
」
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
縦

覧
を
行
い
ま
す
。 

▼
都
市
計
画
決
定（
案
）の
種

類
・
名
称
　
東
播
都
市
計

画
地
区
計
画
の
決
定
（
王

子
南
地
区
地
区
計
画
） 

▼
縦
覧
場
所
 

　
ま
ち
づ
く
り
課
 

▼
縦
覧
期
間
　
平
成
２０
年
１

月
３１
日
（木）
か
ら
２
月
１３
日

（水）
ま
で
（
８
時
３０
分
か
ら

１７
時
１５
分
ま
で
） 

※
こ
の
案
に
対
し
て
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
終

了
日
ま
で
に
、
小
野
市
長

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ

く
り
課
（
�

　
１
８
８
４
） 

 

１
月
は
一
年
中
で
最
も
寒

さ
が
厳
し
く
、
最
低
気
温
は

こ
の
こ
ろ
か
ら
立
春
ま
で
の

間
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
こ
の
時
期
は
例
年
、

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の

点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
に
給
油
す
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
し
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。 

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口

金
は
確
実
に
締
め
ま
し
ょ
う
。 

○
ス
ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
等
の
上
部
や
周
辺
で
洗

濯
物
を
乾
か
す
の
は
危
険

で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。 

○
電
気
暖
房
器
具
の
コ
ー
ド

や
プ
ラ
グ
が
傷
ん
で
い
な

い
か
確
め
ま
し
ょ
う
。 

○
外
出
す
る
と
き
や
、
そ
の

場
を
離
れ
る
と
き
は
電
気

こ
た
つ
等
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
ま
し
ょ
う
。 

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭

和
２４
年
１
月
２６
日
に
、
現
存

す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造

物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
教
訓
と
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。 

当
市
で
も
、
文
化
財
を
火

災
の
災
害
か
ら
保
護
す
る
た

め
、
１
月
２０
日
（日）
の
早
朝
に

浄
土
寺
で
消
防
署
、
消
防
団
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま

す
。 貴

重
な
文
化
財
を
守
る
た

め
、
文
化
財
付
近
で
の
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本

部
予
防
課
（
�

　
０
１
１

９
） 

※
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

第
８
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

公
売
の
お
知
ら
せ
 

左
記
の
と
お
り
、
公
売
を

行
い
ま
す
。 

▼
公
売
物
件
確
認
 

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

公
売
物
件
の
確
認
は
、
１

月
８
日
（火）
　１３
時
か
ら
可
能

で
す
。 

  
②
市
役
所
掲
示
板
 

公
売
公
告
を
１
月
８
日
（火）

に
掲
示
し
ま
す
。 

③
下
見
会
　
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

●
日
時
　
１
月
１１
日
（金）
　１０

時
か
ら
１５
時
ま
で
 

●
場
所
　
市
役
所
西
庁
舎

会
議
室
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  ▼
公
売
参
加
申
し
込
み
受
け

付
け
期
間
　
１
月
８
日
（火）

　１３
時
か
ら
２１
日
（月）
　１７
時
ま

で
 

▼
入
札
期
間
　
１
月
２３
日
（水）

　１３
時
か
ら
２５
日
（金）
　１４
時
ま

で
 

▼
落
札
者
買
い
受
け
代
金
納

付
期
限
　
2
月
1
日
（金）
　１４

時
３０
分
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課

収
税
係
（
�

　
１
０
０
９
） 

h
ttp
://k
ou
b
ai.au

ction
s. 

y
ah
oo.co.jp

/

h
ttp
://k
ou
b
ai.au

ction
s. 

y
ah
oo.co.jp

/ 
 

◯ 63

東
播
都
市
計
画
王
子
南
地
区
 

地
区
計
画（
案
）の
縦
覧
 

◯ 63

冬
季
の
火
災
予
防
 

１
月
２６
日
は
、 

　
　
文
化
財
防
火
デ
ー
 

火
災
情
報
（
１１
月
末
現
在
） 

16 

4 

3 

8 

31
累
計 

年
別 

１１
月
件
数
 

31
 

平
成
１９
年 

3

24
 

平
成
１８
年 

0

件数 火災種別 

 建物火災 

林野火災 

車両火災 

その他火災 

累計 

 ※その他火災とは、
雑草・廃材など
の火災です。 

●
年
別
月
別
・
累
計
火
災
件
数
 

 ●
火
災
種
別
累
計
件
数
 

h
ttp
://w

w
w
.city

.on
o. 

h
y
og
o.jp
/̃sy

ob
o/

◯ 63

平成19年度の合計課税所得金額について、税源移譲後
の税率を適用し、調整控除を行った後の金額から、税
源移譲前の税率を適用した税額を差し引いた額を減額（既
に納税済みの場合は還付）します。 

平成20年7月1日～平成20年7月31日 
（平成19年1月1日現在の住所地所在の市区町村へ提出） 

対象 

計算 
方法 
 

申告 
時期 
 

平成19年に所得が減って、所得税が課されなくなった方 
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市
で
は
、
市
内
の
商
工
業

に
属
す
る
事
業
所
に
勤
務
さ

れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

さ
れ
る
方
を
「
小
野
市
商
工

業
優
良
従
業
員
表
彰
制
度
要

綱
」
に
基
づ
き
表
彰
し
ま
す
。 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
従

業
員
を
雇
用
さ
れ
て
い
る
事

業
主
の
方
は
、
ご
推
薦
く
だ

さ
い
。 

▼
対
象
者
 

①
永
年
勤
続
賞
　
２０
年
以
上

市
内
に
あ
る
同
一
事
業
所

に
勤
務
し
、
そ
の
成
績
が

優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方
（
平
成
１９
年
１２
月
１

日
現
在
） 

②
企
業
功
績
賞
　
事
業
所
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
表
彰
を
受
け

る
に
値
す
る
方
 

▼
募
集
期
間
　
１
月
８
日
（火）

か
ら
２
月
４
日
（月） 
ま
で
 

▼
推
薦
方
法
　
所
定
の
推
薦

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
商
工
観
光
課
ま
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
商
工
観

光
課
（
�

　
１
９
２
９
） 

市
で
は
、
市
内
産
品
の
流

通
促
進
と
商
工
業
の
振
興
お

よ
び
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

の
効
率
的
運
用
を
図
る
た
め
、

市
内
企
業
の
製
造
産
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。 

展
示
希
望
の
方
は
、
左
記

の
と
お
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
期
間
　
２
月
１
日
（金）

か
ら
２
月
２９
日
（金）
ま
で
 

▼
展
示
者
・
展
示
品
の
対
象

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。 

①
市
内
在
住
の
方
、
ま
た

は
事
業
所
が
市
内
に
所

在
す
る
法
人
 

②
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い

る
産
品
 

③
今
後
、
市
内
で
生
産
さ

れ
る
見
通
し
の
あ
る
産

品
 

▼
賃
貸
料
　
 

・
１
小
間
（
巾
１
６
５
㎝

×
奥
行
５５
㎝
×
高
さ
１

３
５
㎝
）
あ
た
り
 

　
年
３
０，
０
０
０
円
 

・
２
分
の
１
小
間
 

　
年
１
５，
０
０
０
円
 

▼
展
示
期
間
　
平
成
２０
年
４

月
１
日
（火）
か
ら
翌
年
３
月

３１
日
（火）
ま
で
。 

▼
展
示
場
所
　
小
野
市
伝
統

産
業
会
館
１
階
大
研
修
室

陳
列
ケ
ー
ス
 

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
商
工
観
光
課
 

　（
�

　
１
９
２
９
） 

 

ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る

農
薬
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
６
月
１１
日

と
１０
月
１５
日
に
、
加
古
川
、

東
条
川
お
よ
び
市
内
ゴ
ル
フ

場
の
農
薬
等
の
排
水
が
流
入

す
る
池
で
水
質
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
調
査
全
項
目

で
国
の
定
め
た
指
針
値
（
基

準
）
を
下
回
っ
て
お
り
、
環

境
等
へ
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど

な
い
、
小
さ
な
値
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

詳
細
な
測
定
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
安
全
部
防

災
・
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
　
 

 　
　
　
　
　
　
　
　
） 

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

単
位
区
設
定
と
は
、
平
成

２０
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

（
平
成
２０
年
１０
月
１
日
現
在
）

の
実
施
を
正
確
・
円
滑
に
行

う
た
め
、
調
査
に
先
立
ち
、

全
国
一
斉
に
調
査
区
域
の
状

況
の
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
指
導
員

が
１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬

ご
ろ
ま
で
調
査
区
域
を
巡
回

し
、
住
宅
や
土
地
の
状
況
な

ど
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県

県
民
政
策
部
政
策
局
統
計

課
人
口
統
計
係
（
�

０
７

８
　
４
１
２
７
）
、
総
務

部
総
務
係
（
�

　
３
６
１

５
） 

道路交通法第38条「横断歩行者等の保護の
ための通行方法」で、横断歩道等によりその進
路の前方を横断し、又は横断しようとする歩行
者等があるときは、横断歩道等の直前で一時停
止し、かつ、その通行を妨げないようにしなけ
ればならない、と定められています｡ 
運転免許証を取得した当時の初心を忘れずに

ハンドルを握りましょう。 
答. 停止しなければならない。 

知ってるつもり？！ 
交通安全　Q＆A　① 

 
問. 信号の無い横断歩道で歩行者がいます。 
　　車両のドライバーはどうする？ 
 

小
野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
 

表
彰
候
補
者
に
つ
い
て
 

◯ 63

平
成
２０
年
度
 

小
野
市
伝
統
産
業
会
館
 

大
研
修
室
陳
列
ケ
ー
ス
 

　
　
賃
貸
契
約
者
募
集
 

◯ 63

平
成
１９
年
度
 

市
内
ゴ
ル
フ
場
農
薬
に
 

　
　
　
係
る
水
質
検
査
 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
 

単
位
区
設
定
に
つ
い
て
 

◯ 63

◯ 362

小野市伝統産業会館大研修室陳列ケース 

　
　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
. 

city
.on
o.h
y
og
o.jp
/p
/1/ 
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毎
年
１
月
か
ら
２
月
は
寒

さ
が
厳
し
く
な
る
時
期
で
す
。 

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
水
は
凍
結

し
て
出
な
く
な
り
ま
す
。 

屋
外
で
露
出
し
て
い
る
配

管
、
蛇
口
等
が
特
に
凍
結
し

や
す
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

器
具
が
壊
れ
漏
水
し
ま
す
。

凍
結
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

毛
布
等
を
巻
く
な
ど
事
前
に

防
寒
措
置
を
施
し
ま
し
ょ
う
。 

万
一
、
器
具
等
が
破
損
し
、

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、

指
定
水
道
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部

（
�

　
１
０
０
４
） 

磁
気
活
水
器
を
水
道
メ
ー

タ
ー
の
近
く
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
等
）
に
取
り
付
け
る

と
、
磁
気
で
水
道
メ
ー
タ
ー

が
誤
作
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
心
あ
た
り
の
方
は
、

活
水
器
を
外
し
て
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
５０
㎝
以
上
離
れ
た

位
置
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

障
害
の
あ
る
方
へ
の
日
常

生
活
用
具
給
付
は
、
ご
本
人

の
申
請
に
基
づ
き
、
原
則
１

割
負
担
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
希
望
の
用
具
の
種
目
・

型
番
を
指
定
い
た
だ
き
、
見

積
り
合
わ
せ
後
に
給
付
い
た

し
ま
す
。 

▼
新
た
に
給
付
対
象
と
な
っ

た
も
の
　
動
脈
血
中
酸
素

飽
和
度
測
定
器
（
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
） 

※
特
定
の
障
害
者
へ
の
給
付

で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
障
害
福

祉
係
（
�

　
１
０
１
１
） 

市
内
に
は
、
山
崎
断
層
帯

の
一
つ
三
木
断
層
が
通
っ
て

い
ま
す
。
山
崎
断
層
帯
の
地

震
発
生
確
率
は
最
大
５
％
で
、

全
国
の
活
断
層
の
中
で
も
確

率
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
し

ま
す
。 

も
し
地
震
が
発
生
す
れ
ば
、

市
内
で
震
度
６
強
の
揺
れ
が

発
生
し
、
死
者
・
倒
壊
建
物
・

火
災
等
、
甚
大
な
被
害
が
出

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
気
象
庁
の
緊
急
地

震
速
報
（
震
度
４
以
上
の
揺

れ
が
発
生
す
る
数
秒
か
ら
数

十
秒
前
に
そ
の
地
域
に
知
ら

せ
る
）
提
供
が
開
始
さ
れ
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
か
ら
情

報
が
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

大
き
な
揺
れ
が
来
る
前
の

わ
ず
か
な
時
間
を
活
用
し
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 県

で
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
、
被
災
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
再
建
が
進
ま
な
か
っ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県
住

宅
再
建
共
済
制
度
に
マ
ン
シ
ョ

ン
共
用
部
分
へ
の
加
入
制
度

（
管
理
組
合
が
加
入
可
能
）

を
加
え
ま
し
た
。 

負
担
金
・
給
付
金
は
、
左

図
の
と
お
り
で
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
 

　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通

５
　

―
　

１０
　

―
　

１
　
 

　
（財）
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

基
金
 

　（
�

０
７
８
　
９
４
０
０
） 

※
従
来
の
制
度
（
県
内
に
住

宅
を
所
有
し
て
い
る
方
）

に
未
加
入
の
方
は
、
ぜ
ひ

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

暮らしの情報 

水
道
・
障
害
福
祉
・
防
災
・
商
工
・
住
宅
・
土
地
 

磁
気
活
水
器
を
ご
使
用
の
方
へ
 

水
道
器
具
の
凍
結
に
 

ご
注
意
を
 

障
害
者
日
常
生
活
 

用
具
費
給
付
事
業
 

◯ 63

防
災
（
地
震
）
情
報
と
 

新
た
な
兵
庫
県
住
宅
再
建
 

　
　
　
　
　
　共
済
制
度
 

◯ 362

共
済
制
度
に
よ
る
 

負
担
金
と
給
付
金
 

負  担  金 
年額2,400円×1棟あたりの住戸数 

 

給　　付　　金 
給付金 

再建等 
給付金 

補修 
給付金 

給付対象 給付額 

全壊・大規模半壊で 
建替・再建 

300万円（×加入時 
の住戸数を上限） 

全壊で補修 

大規模半壊で補修 

半壊で補修 

100万円 

50万円 

25万円 

自然災害 

◯ 63

動脈血中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター） 
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は
じ
め
て
子
育
て
す
る
お

母
さ
ん
に
と
っ
て
、
ち
ょ
っ

と
疲
れ
た
時
、
子
育
て
の
こ

と
を
気
軽
に
話
せ
る
友
だ
ち

は
、
と
て
も
大
切
で
す
。 

「
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば
」
で

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
マ
マ
同

士
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

で
、
ホ
ッ
と
一
息
つ
き
ま
せ

ん
か
。
あ
っ
た
か
い
部
屋
で
、

お
友
だ
ち
が
待
っ
て
い
ま
す

よ
。 

▼
日
時
　
１
月
３０
日
（水）
　１１
時

か
ら
１１
時
３０
分
 

▼
場
所
　
児
童
館
「
チ
ャ
イ

コ
ム
」
幼
児
室
 

▼
対
象
　
０
歳
児
と
保
護
者
 

「
い
わ
き
の
お
っ
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
慕
わ
れ
て
い
る
岩

城
先
生
が
、
お
も
ち
ゃ
を
い
っ

ぱ
い
持
っ
て
来
ら
れ
ま
す
。 

親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
子

育
て
の
コ
ツ
を
伝
授
し
て
く

だ
さ
る
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
の
楽
し
い
講
座
で
す
。 

▼
日
時
　
２
月
１０
日
（日）
　１０
時

か
ら
１１
時
３０
分
 

▼
場
所
　
児
童
館
「
チ
ャ
イ

コ
ム
」
遊
戯
室
 

▼
講
師
　
岩
城
敏
之
氏
（
キ
ッ

ズ
い
わ
き
・
ぱ
ふ
代
表
） 

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
親
子
 

▼
定
員
　
１
０
０
名
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
児
童
館

備
え
付
け
の
申
し
込
み
用

紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ク
ス
で
も
可
能
）。 

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

子
ど
も
達
の
読
書
活
動
を

推
進
す
る
目
的
で
、
小
野
ひ

ま
わ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
河
島
喜
代
美
代
表
）
か
ら

紙
芝
居
３４
冊
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。
主
に
乳
幼
児
向
き

や
食
育
に
関
す
る
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

市
内
丸
山
町
在
住
の
篠
倉

み
さ
子
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら

少
し
ず
つ
作
ら
れ
た
手
作
り

小
物
作
品
展

を
開
催
し
ま

す
。
ど
う
ぞ

お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。 

▼
場
所
　
　

お
の
夢
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

▼
期
間
　
１
月
５
日
（土）
か
ら

３１
日
（木）
ま
で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
夢

館
　
上
本
町
９４
（
�
・
フ
ァ

ク
ス
　
２
１
２
６
） 

　
Ｅ
メ
ー
ル
 

　
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

  ▼
開
館
時
間
　
１０
時
か
ら
１７

時
（
休
館
水
曜
日
） 

長
ら
く
閉
鎖
し
て
い
ま
し

た
、
図
書
館
備
え
付
け
の
返

却
ポ
ス
ト
（
正
面
玄
関
向
か
っ

て
右
側
）
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
休
館
日
や
閉
館
時
間
帯

の
資
料
返
却
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
・

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
・

福
祉
公
社
（
神
戸
電
鉄
小
野

駅
１
階
）
で
の
返
却
も
、
今

ま
で
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。 

「
０
歳
児
・
ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば
」 

　
　
　
　
　
　
が
始
ま
り
ま
す
 

☆
パ
パ
サ
タ
サ
ロ
ン
講
座
☆
 

　《
子
育
て
に
 

　
　
　
元
気
が
出
る
お
話
》　
 

　
　
　
　
　onoyum

eya 
kata@

ybb.ne.jp

http://blog.livedoor.jp/ 
onoyum

eyakata/ 
 

小
野
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

　ク
ラ
ブ
か
ら
、
紙
芝
居
の
 

　
　
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
 

返
却
ポ
ス
ト
を
再
開
し
ま
す
 

１月のお話会 
５日（土）10時30分から 
６日（日）14時・ 
　　　　14時40分から 
12日（土）14時・ 
　　　　14時40分から 
19日（土）10時30分から 
26日（土）14時・ 
　　　　14時40分から 
 1月の休館日は 
1日・２日・３日・２２日です 
 

紙芝居を楽しむ子ども達 

◯ 63

お
の
夢
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

手
作
り
小
物
作
品
展
を
開
催
 

ふれあいタイム予定表（1月～2月） （集団遊び11時から） 

 活動内容  活動内容  

 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

日 曜 
日 

（都合により変更する場合があります） 

 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

日 曜 
日 

2／1

1／1

11：00～11：30 15：30～16：00 11：00～11：30 15：30～16：00

 

 

 

お正月あそびを楽しもう 

 

 

 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

みんなであそぼうリズムにのって 

 

みんなで体操1.2.3 

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 

 

 

みんなであそぼうリズムにのって 

にこにこ子育て相談　9:45～11:00 

みんなで体操1.2.3 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

伝承おもちゃをつくってあそぼう（9：30～15：00） 

伝承おもちゃをつくってあそぼう（9：30～15：00） 

みんなでお祝いハッピーバースデー 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

みんなであそぼうリズムにのって 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

お楽しみPOCO 

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 

 

みんなで体操1.2.3 

掲示板に表示する作品づくり 

0歳児・ほのぼのひろば 

みんなであそぼうリズムにのって 

「みんなで鬼は～外！福は～内！」 

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 

 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで体操1.2.3 

にこにこ子育て相談　9:45～11:00 

みんなであそぼうリズムにのって 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー） 

 

 

 

　　　　 

　　　　☆ 

　　　　☆ 

 

 

みんなであ・そ・ぼ 

　　　　☆ 

お母さんのリフレッシュタイム 

子育て質問箱（13：30～17：00） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

 

 

みんなであ・そ・ぼ 

　　　　☆ 

お母さんのリフレッシュタイム 

子育て質問箱（13：30～17：00） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

 

 

　　　　☆ 

みんなであ・そ・ぼ 

　　　　☆ 

お母さんのリフレッシュタイム 

子育て質問箱（13：30～17：00） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

 

　　　　☆ 

みんなであ・そ・ぼ 

　　　　☆ 

お母さんのリフレッシュタイム 

子育て質問箱（13：30～17：00） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

 

　　　　☆ 

みんなであ・そ・ぼ 

　　　　☆ 

お母さんのリフレッシュタイム 

子育て質問箱（13：30～17：00） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

自分で作ろう好きなもの（9：30～15：30） 

 

パパサタサロン「子育て講座」 
小崎恭弘氏　10：00～11：30

パパサタサロン 
「体を動かしてあそぼう」 

凧あげを楽しもう（申し込み者対象） 
10：30～11：20

パパサタサロン「子育て講座」 
岩城敏之氏（10：00～11：30） 

 

休館日 
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世
界
映
画
史
の
巨
匠
・
小

津
安
二
郎
監
督
に
よ
る
、
親

と
子
の
関
係
を
静
か
に
見
つ

め
た
珠
玉
の
作
品
を
上
映
し

ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
１６
日
（土）
　１０
時

（
９
時
開
場
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
上
映
作
品
 

①
「
秋
刀
魚
の
味
」
１０
時

か
ら
 

②
「
東
京
物
語
」
１３
時
か

ら
 

③
「
彼
岸
花
」
１５
時
５０
分

か
ら
 

▼
前
売
券
【
３
本
鑑
賞
分
】

５
０
０
円
（
当
日
券
６
０

０
円
）（
全
席
自
由
席
） 

▼
前
売
券
発
売
所
　
市
民
会

館
、
市
内
各
コ
ミ
セ
ン
 

今
年
も
市
民
と
関
西
フ
ィ

ル
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。 

第
１
部
は
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
市
民

に
よ
る
吹
奏
楽
団
、
合
唱
団
、

児
童
合
唱
団
と
の
共
演
や
オ

ペ
ラ
を
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、

第
２
部
で
は
、
こ
れ
ぞ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
！
と
い
え
る
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
「
交
響
曲
第
９
番

新
世
界
」
を
演
奏
し
ま
す
。 

な
お
、
託
児
サ
ー
ク
ル
「
こ

の
ゆ
び
と
〜
ま
れ
♪
」
の
ご

協
力
に
よ
り
一
時
保
育
を
無

料
で
行
い
ま
す
（
要
予
約
）。 

▼
日
時
　
２
月
１７
日
（日）
　１５
時

か
ら
（
１４
時
３０
分
開
場
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
指
揮
　
藤
岡
幸
夫
氏
 

▼
ソ
リ
ス
ト
　
保
坂
博
光
氏
・

林
寿
宣
氏
・
大
津
は
る
み

氏
・
長
尾
有
希
子
氏
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

【
第
１
部
】 

①
関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
演

奏
し
よ
う
吹
奏
楽
団
と
の

共
演
／
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「
交
響
曲
第
８
番
ト
長
調

よ
り
第
４
楽
章
」 

②
関
西
フ
ィ
ル
と
一
緒
に
歌

お
う
合
唱
団
・
児
童
合
唱

団
と
の
共
演
／
フ
ォ
ス
タ
ー

メ
ド
レ
ー
・
子
ど
も
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
Ⅳ
 

③
オ
ペ
ラ
に
挑
戦
／
フ
ラ
ン

ツ
・
レ
ハ
ー
ル
作
曲

喜

歌
劇
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド

ウ
」
よ
り
 

【
第
２
部
】 

　
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
交
響

曲
第
９
番
　
新
世
界
」 

▼
前
売
券
　
一
般
２，
０
０

０
円
　
小
・
中
・
高
校
生

５
０
０
円
（
当
日
は
各
５

０
０
円
増
し
）（
全
席
自
由
） 

▼
前
売
券
販
売
場
所
　
市
民

会
館
・
各
コ
ミ
セ
ン
・
図

書
館
・
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）・
好
古
館
 

▼
一
時
保
育
　
対
象
は
１
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
。
申
し

込
み
は
２
月
１
日
（金）
ま
で
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
会

館
 

文
書
作
成
ソ
フ
ト
の
ワ
ー

ド
を
使
っ
て
、
文
書
の
作
成
、

編
集
か
ら
印
刷
ま
で
、
ワ
ー

ド
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
コ
ー
ス
　
ワ
ー
ド
入
門
コ
ー

ス
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス

タ
対
応
） 

▼
日
時
　
２
月
６
日
（水）
、
７
日

（木）
、
８
日
（金）
、
１３
日
（水）
、
１４

日
（木）
、
１５
日
（金）
い
ず
れ
も

１９
時
３０
分
か
ら
２１
時
３０
分
 

▼
定
員
　
２０
名
（
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
優
先
） 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。 

▼
受
講
料
　
３，
０
０
０
円

（
初
め
て
の
方
は
別
途
テ

キ
ス
ト
代
２，
１
０
０
円
） 

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の

申
し
込
み
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
コ
ミ
セ

ン
お
の
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
期
間
　
１
月
４

日
（金）
か
ら
１
月
１９
日
（土）
ま

で
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
コ
ミ
セ

ン
お
の
 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
、

グ
ル
ー
プ
展
を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
コ
ミ
セ
ン
お
の
で

は
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の

出
展
者
・
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
作

品
を
発
表
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
無
料
）。 

ま
た
、
ロ
ビ
ー
を
彩
る
花

な
ど
を
置
い
て
く
だ
さ
る
方

も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。 

《
展
示
案
内
》 

●
 手
芸
展
 

「
私
に
で
き
る
　
あ
な
た
に

も
で
き
る
世
界
に
ひ
と
つ
の

作
品
展
」 

　
　
　
　
デ
イ
ハ
ウ
ス
憩
い
 

　
　
　
　
１
月
１９
日
（土）
ま
で
 

●
小
野
俳
句
会
作
品
展
 

　
　
　
　
　
　
小
野
俳
句
会
 

　
　
　
　
１
月
２１
日
（月）
か
ら
 

　
　
　
　
２
月
２
日
（土）
ま
で
 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
 

「
懐
か
し
の
名
画
鑑
賞
会
」 

―

小
津
安
二
郎
特
集
―
 

　
　
　
　
前
売
券
好
評
発
売
中
！
 

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

　
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
前
売
券
好
評
発
売
中
！
 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
 

　
Ｉ
Ｔ
す
く
ぅ
ー
る
 

　
　
　
　
受
講
生
募
集
 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

　
　
出
展
者
募
集
中
！
 

市民と関西フィルの共演を 
お楽しみください！ 

あなたの作品も展示しませんか？ 
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チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
１
チ
ー

ム
６
名
）
は
、
ネ
ッ
ト
に
め

が
け
て
ボ
ー
ル
を
シ
ュ
ー
ト

す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム

は
シ
ュ
ー
ト
と
キ
ャ
ッ
チ
の

攻
防
に
集
約
さ
れ
ま
す
が
、

攻
撃
や
守
備
の
際
、
妨
害
行

為
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

球
技
に
不
慣
れ
な
方
も
楽
し

め
ま
す
。
体
験
会
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
も

チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
平
成
２０
年
３
月
９

日
（日）
９
時
開
会
 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）
ア
リ
ー
ナ
 

▼
参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
 

▼
部
門
　
①
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ボ
ー

ル
の
部
　
②
イ
ー
ジ
ー
ボ
ー

ル
の
部
（
①
・
②
と
も
年

齢
・
性
別
不
問
） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の

申
し
込
み
書
（
市
総
合
体

育
館
（
ア
ル
ゴ
）
等
公
共

施
設
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

体
育
保
健
課
ま
た
は
市
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　

２
月
１５
日
（金）
 

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２，

０
０
０
円
（
抽
選
会
時
に

納
入
し
て
く
だ
さ
い
。） 

▼
抽
選
会
お
よ
び
監
督
者
会
議

２
月
２７
日
（水）
　１９
時
３０
分
か

ら
　
市
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）
会
議
室
 

チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
体
験
し
よ
う
会
 

チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
が
初
め

て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

小
野
市
体
育
指
導
委
員
が
わ

か
り
や
す
く
ル
ー
ル
を
説
明

し
ま
す
。 

▼
日
時
　
①
２
月
６
日
（水） 
　

②
２
月
１３
日
（水）
と
も
に
１９

時
か
ら
２１
時
 

▼
場
所
　
市
総
合
体
育
館
（
ア

ル
ゴ
）
ア
リ
ー
ナ
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保

健
課
（
�

　
２
５
９
１
） 

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
、
家

の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
冬
場
は
特
に
体
を
動

か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り

ま
す
。
汗
を
か
き
に
く
い
こ

の
季
節
こ
そ
、
温
水
プ
ー
ル

で
全
身
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
体
力
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
様
々
な
運
動

コ
ー
ス
（
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
・
水
中
散
歩
な

ど
）
を
ご
用
意
し
、
会
員
（
大

人
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
費
・
実
施
曜
日
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

新
年
は
１
月
２
日
か
ら
開

館
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
で

の
初
泳
ぎ
や
、
武
道
の
初
稽

古
・
球
技
の
初
練
習
等
に
、

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
総
合

体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

　（
�

　
７
０
０
０
） 

講
師
の
体
験
を
通
し
て
、 

　
・
発
達
障
害
の
特
性
 

　
・
ど
ん
な
事
に
困
る
か
 

　
・
ど
う
理
解
し
て
欲
し
い
 

　
・
ど
う
対
応
す
る
か
 

等
、
具
体
的
事
例
を
挙
げ
た

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
発
達

障
害
を
正
し
く
ご
理
解
く
だ

さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
（
障

害
児
含
む
）
連
れ
の
方
に
は

託
児
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
２
月
９
日
（土）
　１３
時

３０
分
か
ら
１５
時
３０
分
ま
で

（
１３
時
か
ら
受
付
） 

▼
会
場
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

▼
テ
ー
マ
　「
発
達
障
害
の

具
体
的
な
特
性
と
理
解
に

つ
い
て
〜
当
事
者
・
母
の

立
場
か
ら
〜
」 

▼
講
師
　
笹
森
　
理
絵
氏
 

▼
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１

９
７
０
年
神
戸
市
生
ま
れ
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
･
Ａ
Ｓ
･
Ｌ
Ｄ
･

Ｄ
Ｃ
Ｄ
の
当
事
者
で
、
高

機
能
自
閉
症
･
て
ん
か
ん
･

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
男
の
子
２
人

の
母
親
で
も
あ
る
。
兵
庫

県
Ｌ
Ｄ
親
の
会
「
た
つ
の
子
」

に
所
属
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

Ｔ
Ｖ
「
ハ
ー
ト
を
つ
な
ご
う
」

に
出
演
し
活
躍
中
。 

▼
定
員
　
１
５
０
名
 

※
手
話
・
要
約
筆
記
あ
り
 

▼
託
児
　
予
約
制
（
２
月
1

日
（金）
ま
で
に
要
連
絡
） 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
氏
名
・
連

絡
先
を
記
載
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
障
害
者
地
域
生
活
・
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
�

　
１

０
０
０
・
内
線
７
２
５
・

７
３
５
） 

　
Ｅ
メ
ー
ル
 

　 ▼
主
催
・
共
催
　
障
害
者
地

域
生
活
・
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
、
小
野
市
 

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
南
側

農
地
で
は
、
春
は
「
菜
の
花
」、

夏
は
「
ひ
ま
わ
り
」、
秋
は
「
コ

ス
モ
ス
」
が
農
地
一
面
に
咲

き
誇
り
、
多
く
の
来
場
者
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

本
年
６
月
１
日
（日）
に
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
で
開
催
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０

０
８
」
で
は
、
小
野
市
ら
し

さ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

お
も
て
な
し
の
心
を
花
で
表

現
し
よ
う
と
、
あ
え
て
２
か

月
早
い
「
ひ
ま
わ
り
」
の
栽

培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。 

多
く
の
市
民
が
携
わ
っ
た

市
花
「
ひ
ま
わ
り
」
で
来
場

者
を
お
迎
え
す
る
た
め
、
あ

な
た
も
「
ひ
ま
わ
り
」
栽
培

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。 

▼
期
間
・
内
容
等
　
３
月
中

旬
か
ら
６
月
初
旬
ま
で
。

「
ひ
ま
わ
り
」
の
種
ま
き
、 

第
6
回
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
交
流
大
会
 

　
参
加
チ
ー
ム
募
集
 

◯ 63

◯ 62

市
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
） 

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
会
員
（
大
人
）
募
集
 

冬
こ
そ
プ
ー
ル
で
運
動
を
！
 

障
害
福
祉
講
演
会
 

　
　
参
加
者
募
集
 

　
　
　
　
　ono

‐soudan 
@
ares.eonet.ne.jp

◯ 63

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
 

 
 
 
 
 
 
2
0
0
8
」 

ひ
ま
わ
り
栽
培
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
 

暮らしの情報 

募
集
・
お
知
ら
せ
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水
や
り
、
移
植
作
業
等
。 

※
１
日
限
り
や
親
子
で
の
参

加
も
歓
迎
し
ま
す
（
小
学

生
は
、
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
）。 

▼
応
募
方
法
　
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

氏
名
・
生
年
月
日
・
保
護

者
氏
名
（
小
学
生
の
場
合

の
み
）
・
住
所
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
農
政
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
は
、
農
政
課
の

ほ
か
、
市
内
公
共
施
設
や

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
募
集
期
間
　
３
月
１０
日
（月）

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
） 

▼
待
遇
等
　
全
作
業
終
了
後

に
は
楽
し
い
催
し
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
活
動
報
酬

は
無
償
で
、
交
通
費
は
自

己
負
担
と
し
ま
す
。 

※
活
動
日
・
作
業
内
容
等
の

詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
先
　

農
政
課
（
�

　
１
９
２
８
・

フ
ァ
ク
ス
　
２
６
１
４
）
 

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
８
０
　

王
子
町
８
０
６
　

―
　

１
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
 

平
成
２０
・
２１
・
２２
年
度
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象
　
市
発
注
の
建
設
工

事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
の
入
札
・
見

積
に
参
加
を
希
望
す
る
法

人
、
個
人
。 

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
　
財

政
課
窓
口
で
配
布
中
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.city

.on
o.

hyogo.jp/

 

▼
受
け
付
け
期
間
　
 

○
建
設
工
事
　
平
成
２０
年
２

月
1
日
（金）
か
ら
同
月
２１
日

（木）
ま
で
 

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
　
平
成
２０
年
２
月

1
日
（金）
か
ら
同
月
１４
日
（木）

ま
で
。 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　

市
役
所
本
庁
舎
４
階
財
政

課
（
内
線
５
３
６
・
５
３
７
） 

市
民
救
命
士
に
な
れ
ば
、

命
の
と
も
し
火
を
絶
や
さ
な

い
知
識
と
技
術
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

消
防
本
部
で
は
毎
月
第
２
・

第
３
日
曜
日
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用

い
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
間

を
通
じ
て
受
講
者
を
募
っ
て

い
ま
す
の
で
、
１
人
で
も
知

人
同
士
で
も
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
５
名

以
上
の
団
体
の
場
合
は
随
時

開
催
し
ま
す
の
で
、
日
程
等

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

知
識
と
技
術
を
備
え
た
市

民
救
命
士
に
な
る
の
に
必
要

な
の
は
、
あ
な
た
の
「
勇
気
」、

そ
れ
だ
け
で
す
。 

▼
開
催
日
時
・
内
容
 

市
民
救
命
士
Ⅰ
講
習
会
　
 

第
２
日
曜
日
９
時
か
ら
１２

時
（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
操
作
方
法
） 

市
民
救
命
士
Ⅱ
講
習
会
　
 

第
３
日
曜
日
９
時
か
ら
１３

時
（
心
肺
蘇
生
法
、
詳
細

な
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
、

そ
の
他
の
応
急
処
置
法
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
署

南
分
署
（
�

　
０
０
９
９
） 

①
冬
の
室
温
は
２０
℃
を
目
安

に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
必
要
な
時
だ
け
運
転
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

③
早
め
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
が
決
め
手
。 

　
室
温
は
急
に
は
下
が
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
出
か
け
の

際
や
寝
る
１５
分
く
ら
い
前

に
切
る
の
が
コ
ツ
。 

④
フ
ィ
ル
タ
ー
掃
除
で
効
率

U
P
。 

〈
参
考
〉
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
「
家
庭
の
省
エ
ネ

大
辞
典
第
三
版
」 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
防
災
・

地
域
安
全
グ
ル
ー
プ
 

　（
�

　
３
３
８
７
） 

 
私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中

で
電
気
製
品
を
使
っ
た
り
、

自
動
車
に
乗
っ
た
り
、
使
い

捨
て
商
品
を
買
っ
た
り
と
、

知
ら
な
い
間
に
ず
い
ぶ
ん
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

日
常
生
活
で
ほ
ん
の
少
し

工
夫
す
れ
ば
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
ＣＯ2

排
出
量
が
削
減
で
き
、
地
球

に
や
さ
し
い
生
活
が
で
き
ま

す
。 

小
野
市
域
の
家
庭
で
お
使

い
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
は
、

多
く
の
場
合
そ
の
ま
ま
利
用

で
き
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
の
買

い
換
え
等
が
必
要
で
す
。 

①
テ
レ
ビ
を
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
。 

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
、

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
接
続
す
る
。 

▼
共
同
受
信
施
設
を
ご
利
用

の
方
　
引
き
続
き
共
同
受

信
施
設
を
利
用
す
る
場
合

は
、
施
設
管
理
者
等
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

　
総
務
省
相
談
セ
ン
タ
ー

（
�

０
５
７
０
　
０
１
０

１
ま
た
は
０
３
　

―
　

４
３
３

４
　

―
　

１
１
１
１
）
平
日
９

時
か
ら
２１
時
、
土
・
日
・

祝
日
９
時
か
ら
１８
時
） 

　
テ
レ
ビ
や
ア
ン
テ
ナ
の
購

入
店
、
メ
ー
カ
ー
各
社
 

市
民
救
命
士
講
習
会
 

受
講
者
募
集
中
 

◯ 63

入
札
参
加
資
格
審
査
 

申
請
受
付
（
本
申
請
） 

★
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
 

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
★
 

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
 

放
送
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
 

テ
レ
ビ
放
送
に
か
わ
り
ま
す
 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
 

　
　
　
放
送
を
み
る
に
は
 

◯ 07

エ
ア
コ
ン
、
ガ
ス
・
石
油
 

 
 
 
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
編
 

放
送
移
行
に
便
乗
し
 

た
悪
質
商
法
に
ご
注
 

意
く
だ
さ
い
！
 

　
　
　
　
　
　
　
　no

se
i 

@
city
.on
o.h
y
og
o.jp

◯ 63◯ 63

２
０
１
１
年
７
月
２４
日
に
、

従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
は
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
に
移
行
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
お
使
い

の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
映
ら

な
く
な
り
ま
す
。 

◯ 63
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「
食
」
と
い
う
字
は
、
人

に
良
い
と
書
き
ま
す
。
食
は

人
に
生
き
る
た
め
の
栄
養
を

与
え
、
体
を
つ
く
り
活
力
の

源
と
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
家
族
や
友
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
互
い
の
心
を
通
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。 

年
齢
や
成
長
に
応
じ
て
食

事
内
容
は
変
化
し
て
い
き
ま

す
が
、
乳
幼
児
期
か
ら
「
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す

る
」「
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何

で
も
食
べ
る
」
な
ど
の
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

空
腹
感
は
最
高
の
味
付
け

で
す
。
食
事
の
時
間
に
お
腹

が
す
く
よ
う
に
、
生
活
の
リ

ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
体

を
動
か
し
て
遊
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
過
ぎ
な
い
な
ど
、

待
ち
遠
し
く
食
事
の
時
間
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が

大
切
で
す
。 

ま
た
、
寝
る
時
間
が
遅
い

と
、
朝
食
を
食
べ
な
い
こ
と

が
多
く
な
り
、
元
気
に
活
動

で
き
な
い
、
物
事
に
集
中
で

き
な
い
、
続
か
な
い
な
ど
の

心
配
事
が
増
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。「
お
い
し
い
ね
」「
よ

く
食
べ
た
ね
」
と
、
プ
ラ
ス

の
言
葉
か
け
を
し
て
、
楽
し

い
雰
囲
気
で
食
事
を
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
 

子
ど
も
の
食
事
に
悩
み
は

つ
き
も
の
で
す
。「
食
事
量

が
少
な
い
」「
野
菜
を
食
べ

な
い
」「
座
っ
て
食
べ
な
い
」

「
だ
ら
だ
ら
食
べ
る
」
…
等

で
す
。 

そ
こ
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
を

見
直
し
、
子
ど
も
に
合
わ
せ

た
食
べ
方
を
考
え
る
機
会
と

し
て
「
子
育
て
健
康
講
座
」

を
計
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 

幼
児
期
は
食
べ
る
機
能
が

大
人
に
近
づ
い
て
く
る
時
期

で
す
。
食
欲
に
ム
ラ
が
あ
っ

た
り
、
好
き
嫌
い
が
激
し
か
っ

た
り
、
落
ち
着
い
て
食
べ
ら

れ
な
い
な
ど
、
日
ご
ろ
の
食

生
活
で
気
が
か
り
な
こ
と
が

多
い
年
齢
で
す
。
こ
の
時
期

か
ら
食
材
・
味
・
食
感
、
そ

し
て
お
正
月
や
節
分
、
ひ
な

祭
り
…
節
目
の
行
事
食
な
ど

も
含
め
て
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

を
豊
富
に
す
る
こ
と
」
が
大

切
で
す
。 

栄
養
面
だ
け
で
な
く
、
食

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
2
月
6
日
（水）
　１３
時

３０
分
か
ら
１５
時
３０
分
 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
話
・
か
ん
た
ん

な
お
や
つ
の
試
食
・
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
 

▼
対
象
　
2
〜
3
歳
程
度
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

▼
定
員
　
３０
名
（
希
望
者
の

み
託
児
が
あ
り
ま
す
） 

▼
参
加
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

１
月
３１
日
（木）
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等

の
放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
び
た
い
、
生
涯
学

習
に
興
味
が
あ
る
等
、
様
々

な
目
的
で
、
幅
広
い
世
代
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
平
成
２０
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
受
け
付
け
期
間
　
２
月
２９

日
（金）
ま
で
 

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
〒
６
７
０
　

―
　

０
０
１
２
 

　
姫
路
市
本
町
６８
　

―
　

２
９
０

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
ペ
ー
ス
（
�

０
７
９

　
５
７
８
８
） 

  

▼
募
集
人
員
　
２
年
保
育
（
４

歳
児
）
若
干
名
 

▼
出
願
資
格
　
平
成
１５
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
１６
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
者
で
、
兵
庫
県
内
に

保
護
者
と
同
居
し
て
い
る

こ
と
。 

▼
出
願
期
間
　
平
成
２０
年
１

月
８
日
（火）
か
ら
平
成
２０
年

１
月
１１
日
（金）
 

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
と

抽
選
。
た
だ
し
、
書
類
審

査
の
結
果
、
必
要
な
場
合

に
は
面
接
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
（
出
願
者
数
が

募
集
人
員
を
下
回
る
と
き

は
抽
選
を
行
い
ま
せ
ん
）。 

▼
選
考
結
果
発
表
・
抽
選
日

平
成
２０
年
１
月
２５
日
（金）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
教

育
大
学
附
属
小
学
校
事
務

室
（
�

０
７
９
５
　
２
２

１
８
） 

食
で
育
む
 

　
子
ど
も
の
心
と
体
 

〜
健
や
か
な
食
生
活
を
〜
 

子
育
て
は
大
人
の
食
事
を
 

見
直
す
よ
い
機
会
 

乳
幼
児
期
の
食
習
慣
は
 

人
の
一
生
に
か
か
わ
り
ま
す
 

子
育
て
健
康
講
座
 

「
家
庭
で
で
き
る
食
育
 

　
〜
生
き
る
力
を
育
て
よ
う
〜
」 

放
送
大
学
 

4
月
入
学
生
募
集
 

兵
庫
教
育
大
学
附
属
 

幼
稚
園
児
の
2
次
募
集
 

毎月19日は食育の日 
家族そろって1日1回は 
食卓を囲みましょう。 
 

◯ 40

◯ 284

暮らしの情報 

医
療
と
健
康
・
募
集
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お気軽にご相談ください！ ※相談日が祝・祭日と重なるときは、休みになる場合もありますのでご注意ください。 

一

般

相

談

窓

口

 

相談名 相談日 場所 相談内容 

障

害

者

 

相

談

窓

口

 

担当課（電話番号） 

市民・行政 生活上の問題・行政に関する相談 市民サービス課相談室 毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） ◯ 63

法　律 
【要予約】 

 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

市民サービス課相談室 市民サービス課 
（�　1 0 1 3） ◯ 63※１月の予約は４日の８時30分から 

　受付します。 

1月9日（水）、23日（水） 
13時30分～16時 

 

人　権 
 

人権に関すること 
コミュニティセンターおの 

302号室 
1月16日（水） 

13時30分～15時30分 
人権啓発推進グループ 
（�　1 2 4 3） ◯ 63

あんしん窓口 
【要予約】 

医療福祉に関する悩みなど 小野市民病院 
地域医療室内医療福祉相談室 

毎週月曜～金曜日 
9時～12時・13時～16時 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0 内線1 8 8） ◯ 63

消費生活 商品や契約の苦情に関する問題 防災・地域安全グループ 毎週月曜・水曜日 
9時～17時 

防災・地域安全グループ 
（�　3 3 8 7） ◯ 63

障害者（児）の日常生活に 
おける相談 

西庁舎1階 
毎週月曜～金曜日 
9時～17時 

障害者地域生活・相談支援センター 
（�　 1 0 0 0　内線7 2 5・7 3 5） ◯ 63

日常生活上での悩みごと コミュニティセンターおの 
304号室 

1月20日（日） 
10時～12時 

社会福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

障害者地域生活 
相談支援センター 

日常生活上での悩みごと 1月18日（金） 
13時～15時 

社会福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

高齢者総合相談 介護予防に関する相談等 高齢介護課相談室 毎週月曜～金曜日 
9時～17時 

地域包括支援センター 
（�　2 1 7 4） ◯ 63

住宅改造 
（高齢者・障害者向） 
【要予約】 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

福祉事務所相談室 毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

高齢介護課・社会福祉課 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

ふれあい福祉 生計、職業、住宅、家族の 
悩みなど 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

毎週火曜・木曜日 
10時～15時 

社会福祉協議会 
（�　2 5 7 4） ◯ 63

生活上の問題 うるおい交流館エクラ 
事務室 

毎週木曜日 9時～12時 
（3日は休みます） 

 

国際交流協会事務局 
（�　8 1 5 6） ◯ 63

外国人 
生活相談 

外 国 人  
相談窓口 

こ
ど
も
相
談
窓
口
 

女
性
相
談
窓
口
 

児　童 
家庭環境、子育ての悩みなど 

（養護、虐待など） 福祉事務所相談室 毎週月曜～金曜日 
9時～16時 

子育て支援課 
（家庭児童相談室） 
（�　1 6 4 5） ◯ 63

子育て 子育てに関すること 毎週月曜～土曜日 
10時～17時 

児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） ◯ 62

にこにこ 
子育て相談 

特に発育・栄養に関すること 
について 

児童館「チャイコム」 

児童館「チャイコム」 

1月16日（水） 
9時45分～11時 

児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） ◯ 62

パパとママの 
安心育児相談 
【要予約】 

要経過観察児の育児・ 
離乳食相談 

保健センター 
1月9日（水） 

9時30分～10時30分 
保健センター 
（�　3 9 7 7） ◯ 63

子育て 
安心ダイヤル 

子どもの健康・栄養・発達に 
関することについて 

保健センター 毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

保健センター 
（�　3 9 7 7） ◯ 63

思春期 
ホットダイヤル 

体のこと・性のことについて 保健センター 毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

保健センター 
（�　3 9 7 7） ◯ 63

乳幼児発達相談 
【要予約】 

発達障害の相談・診断 保健センター 1月29日（火） 
13時～16時 

保健センター 
（�　3 9 7 7） ◯ 63

不登校児童生徒 
悩み 

不登校に関して、電話と面接 
相談で応じます 

適応教室 毎週月曜～金曜日 
13時～17時 

適応教室 
（�　4 1 7 5） ◯ 63

乳幼児育児不安 乳幼児の子育ての悩みなど 
来住保育所 

（子育てゆとり創造センター） 
毎週月曜～金曜日 
10時～15時 

来住保育所 
（子育てゆとり創造センター） 
（�　8 4 2 8） ◯ 62

女性のための相談 
女性が抱えるさまざまな問題 

※託児可能（無料） 
うるおい交流館エクラ 

相談室 

毎週木曜日 
（電話相談）9時30分～11時30分 
（面接相談・要予約）13時～16時 

男女共同参画センター 
相談専用電話 
（�　8 2 5 0） ◯ 63

母子自立 
【要予約】 

生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

福祉事務所相談室 毎週月曜・水曜・金曜日 
9時～16時 

子育て支援課 
（�　1 6 4 5） ◯ 63

女性のための 
医療相談 
【要予約】 

看護師による「医療に関する 
悩み」など 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

毎週木曜日 
13時30分～16時 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0 内線1 8 8） ◯ 63

いじめ、虐待、DV、セクハラ 
などあらゆるいじめ相談 

市民安全部 
ヒューマンライフグループ 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～19時 

いじめ相談窓口 
（ONOひまわりほっとライン） 

いじめ担当グループ 
（�　4 1 1 0） ◯ 62

農　地 
【要予約】 

農業委員会 
（�　2 2 6 6） 農地に関すること 西庁舎会議室 1月9日（水） 

10時～15時 ◯ 63

老人福祉センター 
「みやま荘」さくらの間 日常生活上での悩みごと 1月17日（木） 

10時～12時 
社会福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） ◯ 63

障害者総合相談 

身体障害者  

知的障害者  

精神障害者  



◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。 

　母子健康手帳交付 
◯平日 8時30分～16時30分　＝保健センター 
　窓口で随時行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）
　と印かんをご持参ください。 

　未来のパパママ教室 
◯ 1 月18日　出産予定日が平成20年 3 月・4月の方 
　 9 時30分～11時30分　＝保健センター 
　（ 9時30分までにお越しください。） 

　ＢＣＧ予防接種 
◯ 1 月10日　平成19年 7 月11日から平成19年10月10日生
　まれで未接種の乳児 
　受付時間　13時30分～14時30分　＝保健センター 
　（予診票をご持参ください） 

　４か月児健康診査 
◯ 1月28日　平成19年 9 月生まれの乳児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
　（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
　は保健センターへご連絡ください。） 

　７か月児教室 
◯ 1月17日　平成19年 6 月生まれの乳児 
　10時～11時30分　＝保健センター 
　（10時までにお越しください） 

　１歳６か月児健康診査 
◯ 1月 7日　平成18年 6 月生まれの幼児 
◯ 2 月 4 日　平成18年 7 月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
　（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
　は保健センターへご連絡ください。歯を磨いて来てく
　ださい。） 
　２歳児教室 
◯ 1月22日　平成18年 1 月生まれの幼児 
　 9 時30分～11時　＝保健センター（ 9時30分までにお
　越しください） 
　３歳児健康診査 
◯ 1月15日　平成16年11月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
　（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
　は保健センターへご連絡ください。歯を磨いて来てく
　ださい。） 

　こころのケア相談 
◯ 1月28日　13時～14時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 7  

　一般健康相談 
◯ 1月11日、18日・ 2月 1日、8日　13時～13時30分 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  
　HIV（エイズ）抗体・肝炎ウイルス検査・相談 
◯ 1月 7日、28日・ 2月 4日　13時30分～16時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  
　即日検査（迅速スクリーニング検査）を行います。 
　（無料・匿名で受けることができます。） 
　専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談） 
◯ 1月11日・ 2月 1日　13時30分～15時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  

　ネコの引き取り 
◯ 1 月 7 日、28日・ 2月 4日 　 
　８時30分～10時　＝保健センター 

28平成２０年　広報「おの」１月号 ◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

★診療時間は、9時から18時までです。原則として往診はしません。 
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。 

柏 木 医 院  
田 中 内 科 医 院  
田 中 内 科 医 院  
坂 本 医 院  
田 渕 医 院  
兵庫青野原病院 
緑 駿 病 院  
育が丘クリニック 
曽 野 医 院  
赤 羽 目 医 院  
依 藤 診 療 所  
森下クリニック  
吉 川 医 院  
青 山 医 院  
加東市東条診療所 
岡 田 内 科 医 院  
復 井 診 療 所  
土 井 病 院  
小島クリニック  
松 尾 内 科  
ま す む ら 医 院  
ひまわりクリニック 
嬉 野 診 療 所  
兵庫青野原病院 
松 尾 内 科  
吉 川 医 院  
清水内科クリニック 
神 医 院  
篠 原 医 院  
つぼた小児科医院 
篠 原 医 院  

４日 
５日 
７日 
８日 
９日 
１０日 
１１日 
１２日 
１５日 
１６日 
１７日 
１８日 
１９日 
２１日 
２２日 
２３日 
２４日 
２５日 
２６日 
２８日 
２９日 
３０日 
３１日 
１日 
２日 
４日 
５日 
６日 
７日 
８日 
９日 

（金） 
（土） 
（月）
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（土） 

１月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月 

船 木 町  
新 部 町  
新 部 町  
加東市上中  
加東市新町  
南 青 野  
復 井 町  
樫 山 町  
加東市東古瀬 
加東市北野  
本 町  
加 東 市 社  
加 東 市 社  
加東市吉井  
加東市新定  
市 場 町  
復 井 町  
復 井 町  
王 子 町  
黒 川 町  
加東市上滝野 
神 明 町  
加東市山国  
南 青 野  
黒 川 町  
加 東 市 社  
敷 地 町  
加 東 市 森  
粟 生 町  
西 本 町  
粟 生 町  

休日救急医療機関（内科系・外科系） 
月　日 住　所 電　話 当番医 

上・内科医 
下・外科医 

〒675－1380　小野市王子町806－1 
�  0794 1013　ファクス  0794 1047 
ホームページアドレス　http://www.city.ono．hyogo.jp

人　口　50,526人（前月比  ＋37） 
　男　　24,712人　　　　女　　25,814人 
世帯数　17,849世帯　　面　積　  93.84ｋｍ ２ 

〈編集・発行〉小野市総務部市民サービス課 

まちの動き 
１２月１日現在 

０１９９ 
３４５６ 
３４５６ 

０７９５ ６６６０ 
０７９５ ０１６０ 
２２３３ 
２０２０ 
８１１２ 

０７９５ ６２９９ 
０７９５ ５０５８ 
００２８ 

０７９５ ００２４ 
０７９５ ０１０５ 
０７９５ ０３２１ 
０７９５ ００４８ 
７３６６ 
７３１８ 
２１１９ 
２７２７ 
０８８０ 

０７９５ ０７０４ 
７２０９ 

０７９５ ８４７７ 
２２３３ 
０８８０ 

０７９５ ０１０５ 
１００５ 

０７９５ ０１４４ 
２８１０ 
２７５２ 
２８１０ 

月　日 電　話 当　番　医 住　所 

平日時間外内科系救急当直医 

１月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２月 

１日（祝） 
 

２日（水） 
 

３日（木） 
 

６日（日） 
 

１３日（日） 
 

１４日（祝） 
 

２０日（日） 
 

２７日（日） 
 

３日（日） 
 

１０日（日） 

公立社総合病院 
小 野 市 民 病 院  
兵庫青野原病院 
小 野 市 民 病 院  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
森下クリニック  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
公立社総合病院 
田 中 内 科 医 院  
山 形 整 形 外 科  
柏 木 医 院  
小 野 市 民 病 院  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
兵庫青野原病院 
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
公立社総合病院 

加東市家原  
中 町  
南 青 野  
中 町  
中 町  
加東市家原  
加 東 市 社  
中 町  
加東市家原  
加東市家原  
新 部 町  
加東市上中  
船 木 町  
中 町  
中 町  
加東市家原  
南 青 野  
中 町  
加東市家原  
加東市家原  

０７９５ ５５１１ 
２０２０ 
２２３３ 
２０２０ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
０７９５ ００２４ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
０７９５ ５５１１ 
３４５６ 

０７９５ ３２１５ 
０１９９ 
２０２０ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
２２３３ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
０７９５ ５５１１ 

内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 

★診療時間は、18時から21時です。 
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（� 7119）
　または、消防署（� 0119）で確認してください。 
★「休日当直医」及び「内科系週日時間外救急診療」の情報は『小野市・加東
市医師会』のホームページにも掲載されています。 
http://www11.onokato-med.or.jp/

※詳しくはホームページ「北播磨県民いきいき情報」をご覧ください。 
　http://kitaharima-ikiiki.com/kyukyuiryo/index.htm 
※なお、当番病院は、消防署（� 0119）で確認のうえ受診してください。 

北播磨小児救急輪番のお知らせ 
診　療　時　間 曜　日 

土・日 

水・金 17時～24時まで（第1・第3金曜日除く） 
12時～24時まで 
ただし、第1・2・4日曜日は9時～24時まで 

 


